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取扱説明書
タイプ 8745 Ethernet、8745 アナログ通信 

1	 取扱説明書
取扱説明書は本製品のライフサイクル全体について説明しています。
本説明書はすべてのユーザーの手の届く所に保管し、また、本製品の
新しい所有者が利用できるようにしておいてください。

安全に関する重要な情報。
	▶ 取扱説明書をお読みください。取扱説明書の内容についてご不
明な点がございましたら、Bürkertまでお問い合わせください。
	▶ 第3 基本的な安全注意事項および2 規定通りの使用章に特に注
意してください。

1.1	 用語の定義：製品
取扱説明書に記載されている「製品」とは、以下の1つ以上の製品を
指します。
	• タイプ 8745 Ethernet 質量流量メータ (MFM)
	• タイプ 8745 アナログ 質量流量メータ (MFM)
	• タイプ 8745 Ethernet 質量流量コントローラ (MFC)
	• タイプ 8745 アナログ 質量流量コントローラ (MFC)

1.2	 用語の定義：産業用Ethernet
取扱説明書の「産業用Ethernet」という用語は、フィールドバスプロト
コルであるPROFINET、EtherNet/IP、EtherCAT、またはModbus TCP
を介して通信する製品を指します。

1.3	 NAMURおよびNAMUR推奨NE 107について
測定および制御技術の標準化ワーキンググループ (NAMUR) は、プ
ロセス産業の自動化技術を利用するユーザーを対象とした国際的
な協会です。
NAMUR推奨 (NE) 107：フィールド装置の自己監視と診断。

1.4	 使用したアイコン
危険

切迫的危険についての警告。
	▶ 警告に従わない場合、死亡または重傷につながります。

警告

潜在的に危険な状況を警告します。
	▶ 警告に従わない場合、死亡または重傷を負う可能性があります。

注意

潜在的危険性についての警告。
	▶ 遵守しない場合、軽症または中程度の負傷につながるおそれが
あります。

日本語
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規定通りの使用
タイプ 8745 Ethernet、8745 アナログ通信 

注記

物的損害についての警告。
	▶ 警告を遵守しない場合、製品やシステムが損傷する可能性があ
ります。

重要な追加情報、ヒントおよび推薦事項を示します。

取扱説明書あるいは他の文書の情報の参照指示です。

	▶ 危険防止のための指示を示します。
	→ 実施すべき作業手順を示します。

 結果を示します。
Menu ユーザーインターフェースのテキストを指します。

2	 規定通りの使用
製品を適切に使用しない場合、人、周囲のシステムおよび環境に危
険が及ぶ可能性があります。
MFM タイプ 8745 Ethernet または MFM タイプ 8745 アナログは、清
潔で乾燥したガスの質量流量の測定に飲み使用されます。
MFC タイプ 8745「Ethernet」または MFC タイプ 8745「アナログ」は、
汚染されていない清浄なガスと乾燥したガスの質量流量を測定およ
び制御するためにのみ使用します。
	▶ 契約書、取扱説明書、銘板、較正プレートに記載されているデー
タを遵守してください。
	- 追加データ
	- 動作条件
	- 使用条件 
	▶ 製品は、銘板および較正プロトコルで指定された流体にのみ使
用してください。
	▶ 製品は、屋内でのみご使用ください。
	▶ 製品は海抜2,000 mまでしか使用できません。
	▶ 製品は、製品メーカーが推奨する外部機器とのみ使用してくだ
さい。
	▶ 製品は、製品メーカーが推奨するコンポーネントとのみ使用し
てください。
	▶ 製品の操作は慎重に行い、必要に応じて定期的かつ専門的なメ
ンテナンスを行ってください。
	▶ 製品は、完全な動作状態でのみ使用してください。保管、輸送、
取付、使用が適切であることを確認してください。
	▶ 製品は、必ず用途に沿って適切に使用してください。

日本語
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基本的な安全注意事項
タイプ 8745 Ethernet、8745 アナログ通信 

3	 基本的な安全注意事項
この安全注意事項は、製品の取付、使用、およびメンテナンス中に発
生する予期せぬケースや事象を考慮したものではありません。
運営会社は、従業員の安全を含め、現地の安全規制を遵守する責任
があります。

設置または製品の圧力による怪我の危険。
	▶ 設置または製品で作業を行う前に、圧力を解放してください。パ
イプの通気と排水を行います。

感電による負傷の危険。
	▶ 設置または製品で作業を行う前に、電源を切ってください。誰も
電源を入れないようにしてください。
	▶ 電気機器に適用されるすべての事故防止および安全規制を遵
守してください。

製品表面の高温化による火傷や火災の危険。
	▶ 表面に素手で触れないでください。
	▶ 製品に触れるときは、安全手袋を着用してください。
	▶ 製品をすべての引火性の高い材料または流体から遠ざけてく
ださい。

流体の漏れによる怪我の危険。
	▶ 使用する動作流体に関して、該当するすべての事故防止および
安全規制を遵守してください。

一般的な危険状況。
人身事故を起こさないために、以下の指示に従ってください。
	▶ メッシュフィルターなしで製品を操作しないでください。
	▶ 較正プレートに指定された設置位置でのみ製品を操作してくだ
さい。
	▶ MFMの動作圧力が、較正プレートに記載されている最大較正圧
力を超えていないことを確認してください。
	▶ MFCの動作圧力が制御バルブのシール圧力より高くないことを
確認してください。
	▶ 製品は、較正プロトコルで動作流体として	
指定されている流体にのみ使用してください。
	▶ 洗浄や汚染除去には、製品の素材が耐性を持つ薬剤のみをご
使用ください。関連する情報の一覧は、当社のスタートページ 
(country.burkert.com)をご覧ください。	
ご不明な点は、現地の営業所までお問い合せください。
	▶ また、製品に変更を加えたり、機械的ストレスを与えたりしない
でください。
	▶ 設置および製品を誤作動から保護します。
	▶ 取付およびメンテナンス作業は、訓練を受けた担当者のみが行
うことができます。
	▶ 電源または流体の供給が中断された後、	
プロセスが制御された方法で	
再開されるようにしてください。
	▶ 各業界の一般的なルールを遵守してください。

日本語
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一般注意事項
タイプ 8745 Ethernet、8745 アナログ通信 

注記

静電気の放電の危険性があるコンポーネントまたはアセンブリ。
製品には帯電した静電気 (ESD) に過敏な電子部品が含まれてい
ます。静電気を帯びた人員や物品との接触はこれらの部品の損傷
につながります。最悪の場合、すぐに壊れたり、次に電源を入れた
ときに故障したりします。
	• 静電気の放電による損傷を避ける、あるいは最小限にするため
に、EN 61340-5-1に記載されているすべての予防措置を講じて
ください。
	• 電子部品を電源電圧時に接触させないでください。

4	 一般注意事項

4.1	 接点
メーカー名は、製品のカバーとハウジングに挿入文字として表示さ
れます。
以下のアドレスを使用して、製品のメーカーに連絡してください。

ビュルケルトジャパン株式会社 (Burkert Japan Ltd.)
〒112-0005 東京都文京区水道1丁目12-15
白鳥橋三笠ビル

当社の国外の所在地は、当社ウェブサイト(country.burkert.com)	
をご参照ください。

4.2	 保証
保証の対象となるのは、取扱説明書に記載されている動作条件に準
拠して製品を使用した場合です。

4.3	 ウェブサイトで閲覧できる情報
製品の取扱説明書およびデータシートは、当社ウェブサイト
country.burkert.comをご参照ください。

日本語
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説明
タイプ 8745 Ethernet、8745 アナログ通信 

5	 説明

5.1	 製品タイプ

5.1.1	 MFM Ethernet

6

7

10 9

8

1

3

4

2

5

1.	 電気接続：
	- 3x 取り外し可能な接続端子（製品に付属）。
	- 2x RJ45接続ポート

2.	 Ethernetネットワーク接続用ステータスLED

3.	 可能な流体接続：
	- DIN ISO 228/1に準拠したGめねじ接続
	- ASME/ANSI B 1.20.1に準拠したNPTめねじ接続
	- フランジ接続

4.	 機能アース接続用のM4ねじ

5.	 基本ブロック：

6.	 流量方向

7.	 製品のステータス表示：表示はNAMUR NE 107に基づき機能
します。

8.	 フィールドバス通信用ステータスLED

9.	 ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」のbüSインターフェース

10.	メモリーカード用差込スロット
挿図 1：	 MFM Ethernetの製品タイプ

日本語
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説明
タイプ 8745 Ethernet、8745 アナログ通信 

5.1.2	 MFM アナログ

5

6

8 7

2

3

1

4

1.	 電気接続オプション
	- D-Sub DE-9 接続部（オス）
	- 6x 取り外し可能な接続端子（製品に付属）

2.	 可能な流体接続：
	- DIN ISO 228/1に準拠したGめねじ接続
	- ASME/ANSI B 1.20.1に準拠したNPTめねじ接続
	- フランジ接続

3.	 機能アース接続用のM4ねじ
4.	 基本ブロック：
5.	 流量方向
6.	 製品のステータス表示：表示はNAMUR NE 107に基づき機能
します。

7.	 ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」のbüSインターフェース
8.	 メモリーカード用差込スロット
挿図 2：	 MFM アナログの製品タイプ

日本語
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説明
タイプ 8745 Ethernet、8745 アナログ通信 

5.1.3	 比例バルブ付きMFC Ethernet

7

8

11 10

9

1

3

4

2

5 6

1.	 電気接続：
	- 3x 取り外し可能な接続端子（製品に付属）。
	- 2x RJ45接続ポート

2.	 Ethernetネットワーク接続用ステータスLED
3.	 可能な流体接続：
	- DIN ISO 228/1に準拠したGめねじ接続
	- ASME/ANSI B 1.20.1に準拠したNPTめねじ接続
	- フランジ接続

4.	 機能アース接続用のM4ねじ

5.	 基本ブロック：

6.	 流量方向

7.	 比例バルブ
8.	 製品のステータス表示：表示はNAMUR NE 107に基づき機能
します。

9.	 フィールドバス通信用ステータスLED

10.	ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」のbüSインターフェース

11.	メモリーカード用差込スロット
挿図 3：	 比例バルブ付きMFC Ethernetの製品タイプ

日本語
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説明
タイプ 8745 Ethernet、8745 アナログ通信 

5.1.4	 比例バルブ付きMFC アナログ

5

7

9 8

2

3

1

4

6

1.	 電気接続オプション
	- D-Sub DE-9 接続部（オス）
	- 6x 取り外し可能な接続端子（製品に付属）

2.	 可能な流体接続：
	- DIN ISO 228/1に準拠したGめねじ接続
	- ASME/ANSI B 1.20.1に準拠したNPTめねじ接続
	- フランジ接続

3.	 機能アース接続用のM4ねじ

4.	 基本ブロック：

5.	 流量方向

6.	 比例バルブ
7.	 製品のステータス表示：表示はNAMUR NE 107に基づき機能
します。

8.	 ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」のbüSインターフェース

9.	 メモリーカード用差込スロット
挿図 4：	 比例バルブ付きMFC アナログの製品タイプ

日本語
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説明
タイプ 8745 Ethernet、8745 アナログ通信 

5.1.5	 モーターバルブ付きMFC Ethernet

9

7

12
11

10

1

5

8

3

4

2

6

1.	 電気接続：
	- 3x 取り外し可能な接続端子（製品に付属）。
	- 2x RJ45接続ポート

2.	 Ethernetネットワーク接続用ステータスLED

3.	 モーターバルブのステータスLED

4.	 モーターバルブ
5.	 可能な流体接続：
	- DIN ISO 228/1に準拠したGめねじ接続
	- ASME/ANSI B 1.20.1に準拠したNPTめねじ接続
	- フランジ接続

6.	 基本ブロック：
7.	 製品のステータス表示：表示はNAMUR NE 107に基づき機能
します。

8.	 機能アース接続用のM4ねじ

9.	 流量方向

10.	フィールドバス通信用ステータスLED

11.	ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」のbüSインターフェース

12.	メモリーカード用差込スロット
挿図 5：	 モーターバルブ付きMFC Ethernetの製品タイプ

日本語
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説明
タイプ 8745 Ethernet、8745 アナログ通信 

5.1.6	 モーターバルブ付きMFC アナログ

86

1

4

7

2

3

5

10
9

1.	 電気接続オプション
	- D-Sub DE-9 接続部（オス）
	- 6x 取り外し可能な接続端子（製品に付属）

2.	 モーターバルブのステータスLED

3.	 モーターバルブ

4.	 可能な流体接続：
	- DIN ISO 228/1に準拠したGめねじ接続
	- ASME/ANSI B 1.20.1に準拠したNPTめねじ接続
	- フランジ接続

5.	 基本ブロック：
6.	 製品のステータス表示：表示はNAMUR NE 107に基づき機能
します。

7.	 機能アース接続用のM4ねじ

8.	 流量方向

9.	 ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」のbüSインターフェース
10.	メモリーカード用差込スロット
挿図 6：	 モーターバルブ付きモデルMFCアナログの製品タイプ

5.2	 製品ステータス表示
製品ステータス表示は、NAMUR推奨NE 107に従ってカラーとステー
タスを変更します。製品ステータス表示の色は、
	• 製品診断がアクティブであるかどうかを示します。診断は製品でア
クティブであり、非アクティブにすることはできません。
	• 製品診断がアクティブな場合、製品ステータス表示には、診断イベ
ントが生成されたかどうかが表示されます。複数の診断イベント
が生成された場合、製品ステータス表示には、最も優先度の高い
診断イベントが表示されます。 表 1を参照。
製品ステータス表示が点滅している場合、製品はソフトウェア
「Bürkertコミュニケーター」などのユーザーインターフェイスで選択
されています。

日本語
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説明
タイプ 8745 Ethernet、8745 アナログ通信 

表 1：	 NAMUR NE 107、エディション2006-06-12に準拠した、アクティブ診断用の製品ステータス表示 

NE 107に準拠し
たカラー

カラーコード 
(PLC用)

NE 107に準拠した診断
イベント 

意味

赤 5 故障、エラーまたは障害 MFM：製品またはその周辺機器の故障により、測定値が無効になります。
MFC：製品またはその周辺機器の故障により、測定値が無効になり、製品が制御できなくなり
ます。

オレンジ 4 機能確認 製品の内部調整や診断が行われています。

	• MFM：出力信号は一時的に無効です。
	• MFC：製品は一時的に制御することができません。

黄 3 仕様外 製品の環境条件またはプロセス条件が指定範囲外です。
製品の内部診断は、製品またはプロセスプロパティの問題を示します。

青 2 メンテナンスが必要 	→ 必要なメンテナンス作業を行います。
MFM：製品は測定を続けます。
MFC：製品は引き続き流量制御を行っていますが、機能が一時的に制限されています。

緑 1 - 製品は問題なく動作しています。診断モードはアクティブであり、エラーイベントは生成されて
いません。
製品タイプ「MFC」は、通常の運転モードまたは運転モードStored set-point value で動作しま
す。第10.7 通常の運転モード (MFC)章および第10.9 Set-point value source data (MFC)（基準
値源データ (MFC)）章を参照。

	→ 製品ステータス表示で示された問題を解決するには、第12.1章を参照してください。

日本語



18

説明
タイプ 8745 Ethernet、8745 アナログ通信 

5.3	 モーターバルブステータスLED
モーターバルブステータスLEDのカラーとステータスは、次の情報を
提供します：
	• モーターバルブに問題があるかどうかを示します。
	• モーターバルブが完全に開いているか閉じているかを示します。

表 2：	 ステータスLEDのカラーに応じたモーターバルブのステータス

LEDのカラー LEDのステータス モーターバルブのステータス
- LEDオフ モーターバルブに電圧が供給されて

いません
白 LED点灯 モーターバルブは正常に作動して

います
黄 LED点灯 モーターバルブが完全に開いてい

ます
LED点滅。モーター
バルブの位置を示
すカラーで色が変わ
ります。

モーターバルブの環境条件またはプ
ロセス条件が指定範囲外です。モー
ターバルブの環境条件またはプロセ
ス条件が指定範囲外です。

緑 LED点灯 モーターバルブが閉じている

赤 LED点滅。モーター
バルブの位置を示
すカラーで色が変わ
ります。

エラー

5.4	 1つの製品タイプ「Ethernet」に対する特定のス
テータスLED

5.4.1	 Ethernetネットワーク接続用ステータスLED
製品タイプ「Ethernet」の各RJ45ポートには、ネットワーク接続ステー
タスを示す2つのLEDが備わっています。

Link/Act LED（緑） Link LED（黄）

挿図 7：	 Ethernetネットワーク接続用LEDの位置

表 3：	 Link/Act LEDの説明
Link/Act LED 意味
オン、素早く点滅 上位のプロトコルレイヤとの接続が確立されます。デ

ータが交換されます。

オン、ゆっくりと
点滅

プロトコルレイヤへの接続がありません。
製品が再起動してから約20秒後に発生します。

色なし ネットワークに接続されていません。

表 4：	 Link LEDの説明
Link LED 意味
オン ネットワークへの接続が確立済みです。
色なし ネットワークに接続されていません。

日本語
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説明
タイプ 8745 Ethernet、8745 アナログ通信 

5.4.2	 フィールドバス通信用ステータスLED (製品タイプ
「Ethernet」)

製品タイプ「Ethernet」には、製品とPLC（内蔵プログラマブルコント
ローラ）間の通信状態を示すLEDが搭載されています。

表 5：	 通信LEDの説明
通信LED 説明 意味
緑 RUN 周期的なデータは、製品とフィールドバ

スマスターの間で交換されます
赤 エラー 周期的なデータは、製品とフィールドバ

スマスターの間で交換されません

5.5	 メモリーカード
注記 

メモリーカードに欠陥がある場合、または紛失した場合は、 
Bürkertの営業所から新しいメモリーカードを購入してください。
製品にはメモリーカードが挿入されています。

製品に通電する場合、2つのオプションがあります。
	• 挿入されたメモリーカードに製品別データが保存されている場合
は、製品がそのデータを引き継ぎます。製品が納品されると、メモ
リカードには製品別データが含まれています。保存されたデータ
のリストについては、country.burkert.com からダウンロードできる
「開始ファイルのヘルプ」を参照してください。
	• 挿入されたメモリーカードが空になると、製品は自らのデータをメ
モリーカードにロードします。新しいメモリーカードは空です。
メモリカードのデータは、同じ商品番号の別の製品に転送できます。
たとえば、交換前の製品から新しい製品にデータを転送できます。

5.6	 büSインターフェース
büSインターフェースは、ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を
用いた短期的なメンテナンスにのみ使用されます。
	→ 製品をソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」に接続するには、
第10.4章を参照してください。

日本語
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テクニカルデータ
タイプ 8745 Ethernet、8745 アナログ通信 

5.7	 MFCの制御バルブ
MFCには、次のタイプの制御バルブのいずれかが装備されています。
	• 直動式の通常閉比例バルブ。
	• モーターバルブとして知られている電動バルブ。通電されていな
い場合、モーターバルブは最後の位置に留まります。
次の条件が満たされた場合、制御バルブが密閉機能を引き継ぎ
ます。
	• 製品は指定された圧力範囲内で使用されます。
	• 製品には、FKMまたはEPDMなどの柔らかい素材で作られたバル
ブシートシーリングが装備されています。

注記

バルブシートシーリングがPCTFEなどの硬い素材でできている場
合、制御バルブが漏れる可能性があります。
バルブの呼び径が0.05 mmまたは0.1 mmの製品には、硬い素材
で作られたバルブシートシーリングが付いています。

6	 テクニカルデータ

6.1	 適合性
製品は、EU適合宣言書に従い、EU指令に準拠しています（該当する
場合）。

6.2	 規格
適用される規格はEU指令との適合性が証明されており、これらはEU
型式検査証明書および/あるいはEU適合宣言書で確認することがで
きます（該当する場合）。

6.3	 動作条件
警告

屋外での使用による誤動作による怪我の危険。
	▶ 屋外での使用は避けてください。

警告

圧力、流体の漏れによる怪我の危険。
重要な製品固有のデータは、銘板と較正プレートに表示されてい
ます。
	▶ 製品は、指定された動作流体でのみ使用してください。
	▶ 指定された較正圧力を超えないようにしてください。

日本語
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テクニカルデータ
タイプ 8745 Ethernet、8745 アナログ通信 

6.3.1	 MFM アナログ

表 6：	 MFM アナログの動作条件

周囲温度 -10～+50 °C

流体温度 	• -10～+70 °C
	• 酸素の場合は-10～+60 °C

周囲湿度 <95%、結露なきこと

EN 60529に準拠した保
護クラス

1）	 IP保護等級はBürkert
によって決定されます。IP
保護等級は、ULでは評価
されていません。

IP201)

条件：
	• ケーブルを接続する必要があります。
	• 嵌合プラグを挿入して締める必要があ
ります。

動作圧力 最大22 bar

6.3.2	 MFM Ethernet

表 7：	 MFM Ethernetの動作条件

周囲温度 -10～+50 °C
最高温度は、2つの製品間の距離によって異な
ります。2つの製品間の距離が30 mm未満の
場合は、Bürkertにお問い合わせください。

流体温度 	• -10～+70 °C
	• 酸素の場合は-10～+60 °C

周囲湿度 <95%、結露なきこと

EN 60529に準拠した保
護クラス

2）	 IP保護等級はBürkert
によって決定されます。IP
保護等級は、ULでは評価
されていません。

IP202)

条件：
	• ケーブルを接続する必要があります。
	• 嵌合プラグを挿入して締める必要があ
ります。

動作圧力 最大22 bar

日本語
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テクニカルデータ
タイプ 8745 Ethernet、8745 アナログ通信 

6.3.3	 比例バルブ付きMFC アナログ

表 8：	 比例バルブ付きMFCの動作条件

周囲温度 	• -10～+50 °C
	• UL認定製品バリアント：-10～+40 °C

流体温度 	• -10～+70 °C
	• 酸素の場合は-10～+60 °C

周囲湿度 <95%、結露なきこと

EN 60529に準拠した保
護クラス

3）	 IP保護等級はBürkert
によって決定されます。IP
保護等級は、ULでは評価
されていません。

IP203)

条件：
	• ケーブルを接続する必要があります。
	• 嵌合プラグを挿入して締める必要があ
ります。

動作圧力 最大10 bar
比例バルブのDNに応じて

6.3.4	 比例バルブ付きMFC Ethernet

表 9：	 比例バルブ付きMFC Ethernetの動作条件

周囲温度 	• -10～+50 °C
	• UL認定製品バリアント：-10～+40 °C
最高温度は、2つの製品間の距離によって異な
ります。2つの製品間の距離が30 mm未満の
場合は、Bürkertにお問い合わせください。

流体温度 	• -10～+70 °C
	• 酸素の場合は-10～+60 °C

周囲湿度 <95%、結露なきこと

EN 60529に準拠した保
護クラス

4）	 IP保護等級はBürkert
によって決定されます。IP
保護等級は、ULでは評価
されていません。

IP204)

条件：
	• ケーブルを接続する必要があります。
	• 嵌合プラグを挿入して締める必要があ
ります。

動作圧力 最大10 bar
比例バルブのDNに応じて

日本語
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テクニカルデータ
タイプ 8745 Ethernet、8745 アナログ通信 

6.3.5	 モーターバルブ付きMFC アナログ

表 10：	 モーターバルブ付きMFC アナログの動作条件

周囲温度 	• -10～+50 °C
	• UL認定製品バリアント：-10～+40 °C

流体温度 	• 0～+70 °C
	• 酸素の場合は0～+60 °C

周囲湿度 <95%、結露なきこと

EN 60529に準拠した保
護クラス

5）	 IP保護等級はBürkert
によって決定されます。IP
保護等級は、ULでは評価
されていません。

IP205)

条件：
	• ケーブルを接続する必要があります。
	• 嵌合プラグを挿入して締める必要があ
ります。

動作圧力 最大22 bar

モーターバルブのDNに応じて

6.3.6	 モーターバルブ付きMFC Ethernet

表 11：	 モーターバルブ付きMFC Ethernetの動作条件

周囲温度 	• -10～+50 °C
	• UL認定製品バリアント：-10～+40 °C
最高温度は、2つの製品間の距離によって異な
ります。2つの製品間の距離が30 mm未満の
場合は、Bürkertにお問い合わせください。

流体温度 	• 0～+70 °C
	• 酸素の場合は0～+60 °C

周囲湿度 <95%、結露なきこと

EN 60529に準拠した保
護クラス

6）	 IP保護等級はBürkert
によって決定されます。IP
保護等級は、ULでは評価
されていません。

IP206)

条件：
	• ケーブルを接続する必要があります。
	• 嵌合プラグを挿入して締める必要があ
ります。

動作圧力 最大22 bar

モーターバルブのDNに応じて

日本語
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テクニカルデータ
タイプ 8745 Ethernet、8745 アナログ通信 

6.4	 ラベル
警告

圧力、流体の漏れによる怪我の危険。
重要な製品固有のデータは、銘板と較正プレートに表示されてい
ます。
	▶ 製品は、指定された動作流体でのみ使用してください。
	▶ 指定された較正圧力を超えないようにしてください。

6.4.1	 較正プレート

5

4
3
2
1

6

Mass Flow Controller
Medium 1                Medium 2
P1: 1,00 barg          P1: 1,00 barg
Mounting: horizontal upright

Id: 00******

QC passed: __ . __ . ____

1.	 製品タイプ
2.	 較正流体
3.	 較正圧力
4.	 設置位置
5.	 製品の商品番号
6.	 較正日
挿図 8：	 較正プレートの説明

6.4.2	 銘板

874x  24V ...   11W [7,5W]
IP20 NEC Class 2 only
5,0   Nl/min   Air
10,0 Nl/min   Air
Profinet 10/100Mbit/s
GR:1  KL:A   Ta=-10°C..+50°C
S/N 1000   W41ME  PS=100barg  EPDM
00******

1 2 3

4

5
6

7810

11

9

12
13
14
15
16

1.	 製品のタイプ
2.	 供給電圧、直流電流

3.	 UL 61010-1に準拠した消費量 [比例バルブ：通常の消費量1); 	
モーターバルブ：消費電力 1) モーターバルブの位置を保持]

1）条件：23 °Cの周囲温度、100%の公称流量、30分の制御モード

4.	 警告記号：製品に付属の取扱説明書を遵守してください。

5.	 周囲温度
6.	 シール材
7.	 破裂圧力
8.	 製造コード
9.	 DVGW（ドイツガス水道技術協会）に準拠した制御バルブのク
ラス

日本語
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テクニカルデータ
タイプ 8745 Ethernet、8745 アナログ通信 

10.	製品の商品番号
11.	シリアル番号
12.	製品のカテゴリー
13.	製品タイプ「Ethernet」：通信インターフェース	
製品タイプ「アナログ」：入力と出力

14.	公称流量 (Qnominal)、ユニットおよび動作ガス 2
15.	公称流量 (Qnominal)、ユニットおよび動作ガス 1
16.	IP保護等級
挿図 9：	 定格銘板の説明（例）

製品の古いマークの説明について
は、country.burkert.comの補足説明書を参照してください。

6.4.3	 適合マーク、認証マーク
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認可

警告—高温の表面

挿図 10：	 CE認証マークおよびUL認証

6.4.4	 1つの製品タイプ「Ethernet」に対する特定のマーキ
ング

DC-B0-58-FF-FF-FF

挿図 11：	 MACアドレスのマーキング（例）

ETH 2

ETH 1

挿図 12：	 Ethernetポートのマーキング

6.5	 製品素材

表 12：	 すべての製品タイプ「アナログ」の製品素材
製品の部品 素材

基本ブロック：
	• アルミニウム
	• ステンレス鋼 1.4305

ハウジング ポリカーボネート (PC)
シール 銘板を参照
製品ステータス表示 PMMA
媒体と接触する部品	
（センサー）

1.4404、Al2O3、PPS GF40、エポキシ
樹脂、シリコン、窒化ケイ素

日本語
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表 13：	 すべての製品タイプ「Ethernet」の製品素材
製品の部品 素材

基本ブロック：
	• アルミニウム
	• ステンレス鋼 1.4305

ハウジング ポリカーボネート (PC) とアルミニ
ウム

シール 銘板を参照
製品ステータス表示 PMMA
媒体と接触する部品	
（センサー）

1.4404、Al2O3、PPS GF40、エポキシ
樹脂、シリコン、窒化ケイ素

表 14：	 比例バルブ付きMFCの特定材料
流体と接触する部品 1.4310 1.4113 1.4305

表 15：	 モーターバルブ付きMFCの特定材料
流体と接触する部品 1.4310、1.4305、Al2O3、PPS GF40、 

PEEK

6.6	 寸法、重量
	→ 対応する製品のデータシートを確認してください。

6.7	 流体データ

6.7.1	 質量流量メータ

表 16：	 流体データ、MFM
較正流体 動作流体またはエア

質量流量範囲	
(N2 (IN/min) に基づく)

20～2,500 IN/min

正確な範囲は、基本ブロックのサイズと使用するガスによって異な
ります。製品タイプのデータシートを確認してください。

測定範囲 1:50
ご要望に応じてより広い測定範囲
が可能です。

再現性 最終値の±0.1%

動作流体 銘板を参照

15分のウォームアップ時間後
および較正流体を使用した測
定精度

測定値の±1.5%7)

最終値の±0.3%7)

応答時間 <500 ms

7）	動作流体が較正流体と異なる場合、実際の測定精度がデータシートで指
定された値と異なる場合があります。天然ガスが動作流体として使用される
場合、測定精度は天然ガスの組成に依存し、産地や季節によっても変化する
可能性があります。
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6.7.2	 比例バルブ付き質量流量コントローラ

表 17：	 流体データ、比例バルブタイプ付きMFC
較正流体 動作流体またはエア

質量流量範囲	
(N2 (IN/min) に基づく)

20～1,500 IN/min

正確な範囲は、基本ブロックのサイズと使用するガスによって異な
ります。製品タイプのデータシートを確認してください。

測定範囲 1:50
ご要望に応じてより広い測定範囲
が可能です。

再現性 最終値の±0.1%

動作流体 銘板を参照

15分のウォームアップ時間後
および較正流体を使用した測
定精度

測定値の±1.5%8)

最終値の±0.3%8)

設定時間 <500 ms

8）	動作流体が較正流体と異なる場合、実際の測定精度がデータシートで指
定された値と異なる場合があります。天然ガスが動作流体として使用される
場合、測定精度は天然ガスの組成に依存し、産地や季節によっても変化する
可能性があります。

6.7.3	 モーターバルブ付き質量流量コントローラ

表 18：	 流体データ、モーターバルブ付きMFC
較正流体 動作流体またはエア

質量流量範囲	
(N2 (IN/min) に基づく)

20～2,500 IN/min

正確な範囲は、基本ブロックのサイズと使用するガスによって異な
ります。製品タイプのデータシートを確認してください。

測定範囲 1:50
ご要望に応じてより広い測定範囲
が可能です。

再現性 最終値の±0.1%

動作流体 銘板を参照

15分のウォームアップ時間後
および較正流体を使用した測
定精度

測定値の±2%9)
最終値の±0.5%9)

設定時間 <5秒

9）	動作流体が較正流体と異なる場合、実際の測定精度がデータシートで指
定された値と異なる場合があります。天然ガスが動作流体として使用される
場合、測定精度は天然ガスの組成に依存し、産地や季節によっても変化する
可能性があります。
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6.7.4	 動作流体の品質
製品の銘板に記載されている動作流体を使用してください。動作流
体は清潔で乾燥している必要があります。

ガスまたはガス混合物は、表 19の品質基準を満たしている
必要があります。品質基準は、ISO 8573-1規格、圧縮空気—
パート1：不純物と純度のクラスで指定されています。作動ガ
スは、次の要件を満たすために品質基準を満たしている必
要があります。
	• 製品に必要な測定精度
	• 安全要件に準拠
	• MFCの制御精度に準拠
品質基準の詳細については、ISO 8573-1を参照してください。

表 19：	 流体の品質基準
基準 品質等級 値
最大粒度 2 1 μm
粒子の最大密度： 2 1 mg/m³
圧力下の最大露点 4 3 °C
最大油分量 1 0.01 mg/m³

6.8	 圧力損失 (MFM)
質量流量メータの圧力損失は、以下のパラメータに依存します。
	• フロー速度
	• 製品の流体接続のサイズ
	• 製品の流体接続のタイプ
	• 製品の基本ブロックサイズ
	• 作動ガスの種類
	→ 作動流体が空気であるか空気以外のガスであるかに応じて、圧
力降下値を決定します。

6.8.1	 エアの作動ガス
作動ガスがエアの場合は、挿図 13または挿図 14の図から圧力損失
を直接読み取ってください。

たとえば、1/2インチのねじ流体接続を備えたMFMを通る流量が 
1,400 lN/minである場合 、エアの圧力損失は、挿図 13に示すように
140 mbarです。
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Q [lN/min]
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0
20
40
60
80

100
120
140
160
180
200

0 100
200

300
400

500
600

700
800

900
1000

1100
1200

1300
1400

1500

1/
4" 3/8
"

1/2
"

3/4"

1"

例

A
B C

A：�流量範囲0～100 lN/minの基本ブロックを備えたMFM
B：�流量範囲100～500 lN/minの基本ブロックを備えたMFM
C：�流量範囲500～1,500 lN/minの基本ブロックを備えたMFM
挿図 13：	 エアの圧力損失図、250 µmメッシュフィルターを備えたMFM、流

量範囲 0～100 lN/min、100～500 lN/min、500～1,500 lN/min Q [lN/min]

∆p [mbar]

200
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流量範囲1,500～2,500 lN/minの基本ブロックを備えたMFM

挿図 14：	 エアの圧力損失図、250 µmメッシュフィルターを備えたMFM—流
量範囲1,500～2,500 lN/min
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6.8.2	 エアでない作動ガス
作動ガスがエアでない場合は、次のように圧力損失を決定します。
1.	 圧力損失 pエアは挿図 13または挿図 14の図から読み取ります。
2.	 圧力損失 pガスは挿図 15の式で計算します。

ρ
ρエア
エア

=作動ガスの圧力損失

エア =エアの圧力損失
ρ =�DIN 1343に準拠した通常の条件下での作動ガス密度 

(PN=1,013.25 mbar、TN=273.15 K)
ρエア

=�DIN 1343に準拠した通常の条件下での空気密度 
(PN=1,013.25 mbar、TN=273.15 K)

挿図 15：	 MFMの圧力損失を計算するための式

1/2"スレッドの流体接続でMFMを流れるアルゴンガスの例：
1.	 流量が1,400 lN/minの場合、圧力損失空気 pair は（挿図 13 で指
定されている）140 mbarに相当します。

2.	 挿図 16での計算で示されているように、1,400 lNの流量でのアル
ゴンガスの圧力損失は164.4 mbarです。

アルゴン
=140 mbar

1,784

1,294 =164.4 mbar

挿図 16：	 アルゴンガスの圧力損失の計算
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6.9	 電気データ

6.9.1	 製品タイプ「Ethernet」

表 20：	 MFMの電気データ
動作電圧 24 V DC±10%
最大消費電力 4 W
通信インターフェ
ース

PROFINET、EtherNet/
IP、EtherCAT、Modbus TCP

表 21：	 MFCの電気データ
動作電圧 24 V DC±10%;残留リップル<2%
最大消費電力 銘板を参照
通信インターフェ
ース

PROFINET、EtherNet/IP、 
EtherCAT、Modbus TCP

6.9.2	 製品タイプ「アナログ」

表 22：	 D-Sub DE-9 接続部を持つMFMの電気データ（オス）
動作電圧 24 V DC±10%	

(15 V DC±10%はお問合せくだ
さい)

最大消費電力 2 W
デジタル入力
	• 0～0.2 V 	• レベル1をアクティブ化する
	• 1～4 Vまたは開 	• レベル 2をアクティブ化する
	• 5～28 V 	• レベル3をアクティブ化する
基準値 アナログ通信入力
	• 0/4～20 mA 	• 最大ループインピーダンス：

動作電圧が24 V DCの場合は
600 W（動作電圧が15 V DCの
場合は200 W）、	
分解能：20 µA

	• 0～5/10 V 	• 最大電流：20 mA	
分解能：10 mV

リレー出力 リレー—通常閉接点（オープナ
ー）、無電圧
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表 23：	 6つの取り外し可能な接続端子を備えたMFMの電気データ
動作電圧 24 V DC±10%	

(15 V DC±10%はお問合せください)
最大消費電力 2 W
基準値 アナログ通信入力
	• 0/4～20 mA 	• 最大ループインピーダンス：動作電圧

が24 V DCの場合は600 W（動作電圧が
15 V DCの場合は200 W）、	
分解能：20 µA

	• 0～5/10 V 	• 最大電流：20 mA	
分解能：10 mV

表 24：	 D-Sub DE-9 接続部を持つMFCの電気データ（オス）
動作電圧 24 V DC±10%	

(15 V DC±10%はお問合せください)、	
残留リップル<2%

最大消費電力 銘板を参照
基準値 アナログ通信入力
	• 0/4～20 mA 	• 最大入力インピーダンス：200 W	

分解能：5 µA
	• 0～5/10 V 	• 最小入力インピーダンス：20 kW	

分解能：2.5 mV

基準値 アナログ通信入力
	• 0/4～20 mA 	• 最大ループインピーダンス：動作電圧

が24 V DCの場合は600 W（動作電圧が
15 V DCの場合は200 W）、	
分解能：20 µA

	• 0～5/10 V 	• 最大電流：20 mA	
分解能：10 mV

デジタル入力
	• 0～0.2 V 	• レベル1をアクティブ化する
	• 1～4 Vまたは開 	• レベル 2をアクティブ化する
	• 5～28 V 	• レベル3をアクティブ化する
リレー出力 リレー—通常閉接点（オープナー）、無電圧

表 25：	 6つの取り外し可能な接続端子を備えたMFCの電気データ
動作電圧 24 V DC±10%	

(15 V DC±10%はお問合せください)、	
残留リップル<2%

最大消費電力 銘板を参照
基準値 アナログ通信入力
	• 0/4～20 mA 	• 最大入力インピーダンス：200 W	

分解能：5 µA
	• 0～5/10 V 	• 最小入力インピーダンス：20 kW	

分解能：2.5 mV
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基準値 アナログ通信入力
	• 0/4～20 mA 	• 最大ループインピーダンス：動作電圧

が24 V DCの場合は600 W（動作電圧が
15 V DCの場合は200 W）、	
分解能：20 µA

	• 0～5/10 V 	• 最大電流：20 mA	
分解能：10 mV

6.10	 通信インターフェース (製品タイプ「Ethernet」)

表 26：	 Modbus TCPデータ
伝送速度 10および100 MBit/s
データトランスポート層 Ethernet II、IEEE 802.3
Modbus機能コード 1、2、3、4、6、15、16、23
モード メッセージモード：サーバー

表 27：	 EtherNet/IPデータ
Address Conflict Detection 
(ACD)

サポートあり

DHCP サポートあり
BOOTP サポートあり
CIPリセットサービス IDオブジェクトにはタイプ0と1
伝送速度 10および100 MBit/s
二重モード 半二重、全二重、自動ネゴシエー

ション
データトランスポート層 Ethernet II、IEEE 802.3

DLR（リングトポロジー） サポートあり
MDIモード MDI、MDI-X、Auto-MDIX
定義済みの標準オブジェクト 	• アイデンティティ（0x01）

	• メッセージルータ（0x02）
	• ケーブルの取り回し（0x04）
	• コネクションマネージャ（0x06）
	• DLR（0x47）
	• QoS（0x48）
	• TCP/IPインターフェース（0xF5）
	• EtherNetリンク（0xF6）

表 28：	 PROFINETデータ
その他のサポートされてい
る機能

DCP、VLANプライオリティタギン
グ、Shared Device

伝送速度 100 MBit/s
データトランスポート層 Ethernet II、IEEE 802.3
IRT サポートなし
MRP MRPクライアント（サポートあり）
最小サイクル時間 1ミリ秒
(AR) Application Relations 最大で2つのIO-AR、1つのスーパ

ーバイザーARおよび1つのスーパ
ーバイザーDA ARの同時処理

PROFINET IO 仕様 V2.3
トポロジー検出 LLDP、SNMP V1、MIB2、Physical 

Device Record オブジェクト
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表 29：	 EtherCATデータ
産業用Ethernetインターフェー
ス X1、X2

	• X1：EtherCAT IN
	• X2：EtherCAT OUT

周期的入力データおよび周期的
出力データの最大数

合計512バイト

周期入力データの最大数 1,024バイト
周期出力データの最大数 1,024バイト
非周期通信 (CoE) 	• SDO

	• SDOマスタースレーブ
	• SDOスレーブ/スレーブ（マス
タ容量による）

タイプ 複合スレーブ
Fieldbus Memory 
Management Units (FMMUs)

8

同期マネージャ 4
伝送速度 100 MBit/s
データ転送ネットワーク Ethernet II、IEEE 802.3

EtherCAT®はドイツのBeckhoff Automation GmbHによって	
ライセンスされた登録商標および特許技術です

7	 流体機器

7.1	 安全に関する注意事項

危険

設置または製品の圧力による怪我の危険。
	▶ 設置または製品で作業を行う前に、圧力を解放してください。パ
イプの通気と排水を行います。

感電による負傷の危険。
	▶ システムまたは製品で作業を行う前に、供給電圧をオフにしてく
ださい。誰も電源を入れないようにしてください。
	▶ 電気機器に適用されるすべての事故防止および安全規制を遵
守してください。

流体の漏洩による怪我の危険。
	▶ 使用する動作流体に関して、該当するすべての事故防止および
安全規制を遵守してください。

警告

不適切な取付けによる怪我の危険。

	▶ 取付は、訓練を受けた担当者のみが行うことができます。担当者
は適切な補助具を使用する必要があります。

	▶ 誤って作動しないように、しっかりと設置してください。
	▶ 設置後に再始動を制御してください。
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注記

モーターバルブ付き製品の破損リスク。
	• モーターバルブの駆動ハウジングをレバーアームとして使用し
ないでください。

振動は、MFCの比例バルブに望ましくない影響を及ぼし
ます。
	▶ 強い振動は避けてください。

7.2	 取付手順
1.	 流体の接続に応じて、配管への流体の設置を実行します。対応す
る章を参照してください。
	- 第7.3 Gめねじ接続の製品タイプ章
	- 第7.4 NPTめねじ接続の製品タイプ章
	- 第7.5 フランジ接続の製品タイプ章。

2.	 電気接続（配線）を行います。8の章を参照してください。
3.	 製品を稼働させます。9 コミッショニングの章を参照してくだ
さい。

7.3	 Gめねじ接続の製品タイプ

警告

漏れによる怪我の危険。
	▶ 質量流量が低く、圧力が高い場合は、設置がしっかりしているこ
とを確認してください。密度が高いため、誤った測定や動作流体
の漏れを防ぐことができます。

しっかりとした設置を行うために、以下の手順に従ってください。
	▶ クランプリング接続を使用してください。張力にさらされないよ
うにクランプリング接続を取り付けます。
	▶ 製品の流体接続に適合した直径で、表面が滑らかなパイプを使
用してください。

クランプリング接続が製品に付属していない場合は、別の
メーカーのパイプ接続を選択してください。パイプ接続は、
製品の流体接続に適合させる必要があります。Gめねじ接続
用のクランプリング接続はアクセサリとして利用できます。
表 30を参照してください。また、流体接続ごとにシールを購
入してください。
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表 30：	 ステンレス鋼のクランプリング接続および関連するシール

DIN ISO 228/1に準
拠した製品のめね
じ接続

ライン径

商品番号

ステンレス鋼製のク
ランプリング接続

シール 
（1個）

G 1/4 6 mm 901538 901575
G 1/4 8 mm 901540
G 1/4 1/4" 901551 901579
G 1/4 3/8" 901553
G 3/8 8 mm 901542 901576
G 3/8 10 mm 901544
G 3/8 1/4" 901555 901580
G 3/8 3/8" 901556
G 1/2 10 mm 901546 901577
G 1/2 12 mm 901548
G 1/2 1/2" 901557 901581
G 1/2 3/4" 901558
G 3/4 12 mm 901549 901578
G 3/4 3/4" 901559 901582
G 1 お問合せください

取り付け手順

この手順は、Bürkertから入手可能なクランプリング接続に適
用されます。
	• 他のメーカーのパイプ接続を使用する場合は、メーカーの
指示に従ってください。

流入距離は必要ありません。
パイプへの接続は、製品の片側について説明されています。製品の反
対側も同じ手順です。
	→ パイプと流体を通すコンポーネントは、取り付け前にすべての汚
染物を取り除きます。
	→ パイプを直角に切り [1]、バリを取り除きます [2]。挿図 17を参照。

1 2

挿図 17：	 切断してバリ取りしたパイプ

注記

汚染による誤動作。
	▶ 汚染された動作流体を使用する場合は、製品の前にフィルター
を取り付けてください。フィルターのメッシュサイズは 25 µm未
満である必要があります。フィルターを使用することにより、トラ
ブルのない製品の機能を保証します。6.7 流体データの章を参
照してください。

	→ スレッド接続を閉じる保護キャップを取り外します。
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	→ 較正プレートまたは較正プロトコルで指定された設置位置に注
意してください。
	→ ナット [A] とクランプリングパイプにスライドさせます。挿図 18
を参照。

A

B
Cクランプリ

ング

挿図 18：	 パイプのナットとクランプリング

	→ シール [C] を製品の液体接続に配置します。
	→ ねじ接続 [B] を液体接続部にねじ込みます。25～28 Nmのトルク
で締め付けます（これは、18.44～20.65ポンドフィートに相当）。
挿図 19を参照。

C B

挿図 19：	 ねじ接続のねじ込み

	→ パイプをねじ接続部に取り付けます。ナット [A] を手締めします。
挿図 20を参照。

A
挿図 20：	 手締されたナット

	→ オープンエンドレンチでナットを25～28 Nmのトルクで締め付
けます（これは、18.44～20.65ポンドフィートに相当）。挿図 21を参
照。

挿図 21：	 オープンエンドレンチで締められたナット

	→ 製品の反対側でも同じように流体接続を行ってください。
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7.4	 NPTめねじ接続の製品タイプ

警告

漏れによる怪我の危険。
	▶ 質量流量が低く、圧力が高い場合は、設置がしっかりしているこ
とを確認してください。密度が高いため、誤った測定や動作流体
の漏れを防ぐことができます。

しっかりとした設置を行うために、以下の手順に従ってください。
	▶ クランプリング接続を使用してください。張力にさらされないよ
うにクランプリング接続を取り付けます。
	▶ 製品の流体接続に適合した直径で、表面が滑らかなパイプを使
用してください。

流入距離は必要ありません。
	→ パイプと流体を通すコンポーネントは、取り付け前にすべての汚
染物を取り除きます。
	→ パイプを直角に切り [1]、バリを取り除きます [2]。挿図 22を参照。

1 2

挿図 22：	 切断してバリ取りしたパイプ

注記

汚染による誤動作。
	▶ 汚染された動作流体を使用する場合は、製品の前にフィルター
を取り付けてください。フィルターのメッシュサイズは 25 µm未
満である必要があります。フィルターを使用することにより、トラ
ブルのない製品の機能を保証します。6.7 流体データの章を参
照してください。

	→ 較正プレートまたは較正プロトコルで指定された設置位置に注
意してください。
	→ スレッド接続を閉じる保護キャップを取り外します。
	→ 製品の片側で流体接続を行います。
	→ 使用するねじ接続については、メーカーの指示に従ってください。
	→ 使用するねじ接続については、メーカーのトルク値に従ってくだ
さい。
	→ 製品の反対側でも同じように流体接続を行ってください。

7.5	 フランジ接続の製品タイプ

警告

漏れによる怪我の危険。
質量流量が低く、圧力が高い場合は、設置がしっかりしていること
を確認してください。密度が高いため、誤った測定や動作流体の
漏れを防ぐことができます。

振動は、MFCの比例バルブに望ましくない影響を及ぼします。
	▶ 強い振動は避けてください。
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フランジ接続のある製品は、メーカーのプロセス接続プレートに取
り付けられています。プロセス接続プレートには、さまざまなタイプ
の流体接続が装備されています。
	• めねじ接続
	• おねじ接続
	• クランプ接続
	• ～
	→ 取り付けられている流体接続に応じて、製品を取り付けます。

8	 電気接続（配線）

8.1	 安全に関する注意事項
危険

感電による負傷の危険。
	▶ システムまたは製品で作業を行う前に、供給電圧をオフにしてく
ださい。誰も電源を入れないようにしてください。
	▶ 電気機器に適用されるすべての事故防止および安全規制を遵
守してください。

警告

静電気放電による発火および火災の危険性。
製品からの静電気放電により、可燃性ガスの蒸気に引火するおそ
れがあります。
	▶ 静電気の蓄積を防ぐために、ハウジングを機能アース (FE) に接
続します。緑と黄色のケーブルはできるだけ短くしてください。ケ
ーブルの断面は、少なくとも電源ケーブルの断面に対応してい
る必要があります。
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警告

電磁場による怪我の危険。
機能アース (FE) が接続されていない場合、EMC指令の要件は満た
されません。
	▶ ハウジングを機能アース (FE) に接続します。緑と黄色のケーブル
はできるだけ短くしてください。ケーブルの断面は、少なくとも電
源ケーブルの断面に対応している必要があります。

注記

UL認可バージョンは、以下のいずれかの方法で供給される必要が
あります。
	▶ UL/IEC 61010-1に基づく「エネルギー制限付き電源回路」 (LEC)
	▶ UL/IEC 60950に基づく「出力制限付き電源」 (LPS)
	▶ UL認可済み過電流保護付きSELV/PELV、UL/IEC 61010-1に準拠
した設計、表18（例：ブロック PM-0124-020-0）
	▶ NECアダプタ（クラス 2）

8.2	 その他の書類
8.2.1	 製品タイプ「アナログ」
	• ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」の製品別ヘルプ。

8.2.2	 製品タイプ「Ethernet」 
	• ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」の製品別ヘルプ。
	• 製品説明ファイルおよび関連する製品タイプのオブジェクトの説
明は ( country.burkert.com) からダウンロードしてください。

8.3	 製品タイプ「Ethernet」の配線
注記

製品が正しく機能するための要件。
	▶ 必ずカテゴリーCAT-5e以上のシールド付き産業用Ethernetケ
ーブルを使用してください。
	▶ 十分な電力のある電源を使用してください。
	▶ MFCでは、動作電圧の最大許容残留リップルに注意してください
（残留リップル<2%）。

	→ 挿図 23に基づき、電源ケーブルを接続します。

接続端子 ピン割り当て

1 32

1 FE（機能アース）
2 DGND
3 +24 V

挿図 23：	 接続端子のピン割り当て

	→ 機能アースを接続するには、できるだけ短い緑と黄色のケーブ
ルを使用してください。ケーブルの断面は、少なくとも電源ケーブ
ルの断面に対応している必要があります。接続端子1の代わりに、
機能アースケーブルを製品のM4ねじに固定することも可能で
す。8.7の章を参照してください。
	→ 接続端子のねじを0.22～0.25 Nmのトルクで締め付けます	
（0.16～0.18ポンドフィートに相当）。
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	→ 製品の機能的な接地を実行します。8.7の章を参照してください。
	→ 製品を産業用Ethernetネットワークと接続します。
	• EtherCATプロトコルを使用する場合は、入力側Ethernetケーブル 
(PLCから) をETH1コネクタに、出力側EthernetケーブルをETH2コ
ネクタに接続します。
	• EtherCAT以外のプロトコルを使用する場合は、Ethernetケーブル
を1つまたは両方のコネクタに接続します。
両方のRJ45接続ポートのピン割り当ては同じです。挿図 24を参照。

ケーブルのシールドは、RJ45接続ポートのハウジングに接
続されています。

RJ45接続部 ピン割り当て

12345678

1 TX＋
2 TX-
3 RX＋
4 不使用
5 不使用
6 RX-
7 不使用
8 不使用
ハウジング FE

挿図 24：	 RJ45接続ポートのピン割り当て

	→ ネットワークパラメータを変更します。ネットワークパラメータの
変更には、以下のうちいずれかを使用してください。
	- ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」（第8.4章を参照）。
	- 製品のウェブサーバー。ウェブサーバーは、プロトコル「Mod-
bus TCP」または「Ethernet/IP」が製品で有効になっている場合
にのみ使用可能です。8.4の章を参照してください。
	- BOOTPプロトコルまたはDHCPプロトコル。ただし、製品が
Ethernet/IPプロトコルを使用している場合のみ。機能をまず、
ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を用いて製品で有効に
します。
	- 産業用Ethernetネットワークに接続しているその他の各ツー
ル。ツールは、製品で有効になっているプロトコルに対応してい
る必要があります。

	→ パラメータの変更後、新しいパラメータを有効にするには、製品
を再起動します。製品を再起動するには、製品の電源を短時間に
オフにします。

8.4	 ネットワークパラメータの変更
すべての製品タイプ「Ethernet」には、次の標準IPアドレス 
(192.168.1.000) が設定されています 
	▶ 製品のコミッショニングの前に、ネットワークパラメータ
を変更します。
	▶ 複数の製品を同じ産業用Ethernetネットワークに接続す
る必要がある場合は、製品を個別に接続し、そのネットワ
ークパワメータを変更してください。
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8.4.1	 製品のウェブサーバー経由

注記

標準パスワードを使用するとセキュリティ上のリスクとなります。
不正なログインによって、製品パラメータが変更されるおそれが
あります。
	▶ 標準パスワードを変更します。
	▶ ウェブサーバーが必要ない場合は、ソフトウェア「Bürkertコミュ
ニケーター」へのアクセスを無効化します。10.3.2の章を参照し
てください。

前提条件
	• デジタル機器 (PC、タブレット等) とウェブブラウザー。
	• 必要に応じてUSB-Ethernetアダプター。

手順：
1.	 製品をEthernetケーブルでデジタル機器と接続します。または、
製品をUSB-EthernetアダプターでPCに接続します。

2.	 デジタル機器と製品をオンにします。
3.	 製品をUSB-Ethernetアダプターでデジタル機器と接続した場合
は、USB-EthernetアダプターのIPアドレスを設定します。または、
デジタル機器のネットワークカードのIPアドレスを設定します。
	→ IPアドレスを192.168.1.xxxに変更します (xxxは100以外)。

4.	 ウェブブラウザーを開きます。ウェブブラウザーのアドレスバー
に192.168.1.100と入力します。
 製品ウェブサーバーのスタートページが開きます。一部の製品デ

ータを読み取ることができます。

5.	 製品のネットワークパラメータを設定するには、ウェブサーバー
セッションを開きます。
	→ 自動的にログインプロンプトが表示されない場合は、Loginを選
択します。

	→ User name にadminと入力します
	→ User password にadminと入力します
	→ Login をクリックします。
6.	 標準パスワードをユーザー定義のパスワードに変更します。
7.	 製品のネットワークパラメータを変更します。

	→ Industrial communication   Configuration を開きます
	→ 希望するパラメータを変更します。
	→ 変更内容を保存するには、Apply を選択します。
	→ 製品のパラメータを更新するには、Restart を選択します。
 製品が再起動します。
 製品のネットワークパラメータが変更されます。

8.4.2	 ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を使用します
手順：
1.	 製品をソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」に接続しま
す。10.4の章を参照してください。

2.	 製品のネットワークパラメータを変更します。
	→ Industrial communication  Parameter を開きます
	→ 希望するパラメータを変更します。
	→ 製品のパラメータを更新するには、製品を再起動します。
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 製品が再起動します。
 製品のネットワークパラメータが変更されます。

8.5	 D-Sub DE-9 接続部を持つ製品タイプ「アナロ
グ」の配線（オス）

注記

製品が正しく機能するための要件。
	▶ 必ずシールド付きケーブルを使用してください。
	▶ 各ケーブルを機能アースに接続します。
	▶ 十分な電力のある電源を使用してください。
	▶ MFCでは、動作電圧の最大許容残留リップルに注意してください
（残留リップル<2%）。

注記

GND信号が製品にブリッジされると、製品が誤作動するおそれが
あります。
	▶ すべての信号のGNDまたは設置接続部を個別に製品に接続し
ます。

ケーブルシールドは、D-Sub-DE-9接続部（オス）にハウジング
に接続されています。

	→ ご利用の製品がMFMである場合は、D-Sub-DE-9ポート（メス）を
挿図 25のピン割り当てに基づき配線します。

D-Sub DE-9 接続部 
（オス）

ピン ピン割り当て

1
2
3
4
5

6
7
8
9

1 デジタル入力

2 デジタル入力および電源用
GND

3 +24 V DC：

4 リレー—通常閉接点	
（オープナー）

5 リレー—基準接点
6 不使用
7 不使用
8 測定値のアナログ出力
9 アナログ出力用GND
ハウジング FE

挿図 25：	 MFM「アナログ」：D-Sub-DE-9ポート（オス）のピン割り当て

	→ ご利用の製品がMFCである場合は、D-Sub-DE-9ポート（メス）を
挿図 26のピン割り当てに基づき配線します。
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D-Sub DE-9 接続部 
（オス）

ピン ピン割り当て

1
2
3
4
5

6
7
8
9

1 デジタル入力

2 デジタル入力および電源
用GND

3 +24 V DC：

4 リレー—通常閉接点	
（オープナー）

5 リレー—基準接点
6 基準値入力
7 基準値入力用GND
8 測定値のアナログ出力
9 アナログ出力用GND
ハウジング FE

挿図 26：	 MFC「アナログ」：D-Sub-DE-9ポート（オス）のピン割り当て

	→ デジタル入力に関する詳細情報は第8.5.1章を参照してください。
	→ リレー出力に関する詳細情報は第8.5.2章を参照してください。
	→ D-Sub-DE-9ポート（メス）をD-Sub-DE-9コネクター（オス）に接
続します。
	→ ねじを0.5～0.6 Nmのトルクで締め付けます（0.37～0.44ポンド
フィートに相当）。
	→ 製品の機能的な接地を実行します。8.7の章を参照してください。

8.5.1	 デジタル入力
D-Sub-DE-9接続部（オス）は、デジタル入力が設定されています。デ
ジタル入力は、機能をリモートでトリガーするために使用されます。
以下は、利用可能な機能の例です。
	• MFC：Autotune機能を開始します。
	• MFC：アクチュエータの遠隔操作のトリガーまたは製品によるアク
チュエータ制御のトリガー。
	• MFMまたはMFC：アクティブなガス用カウンターをリセットします。
	• MFMまたはMFC：3つのうちどれがアクティブなガスであるかの
選択。
表 31 MFMまたはMFCのD-Sub-DE-9接続部（オス）のデジタル入力
に標準で割り当てられている機能を示します。

表 31：	 D-Sub-DE-9接続部（オス）のデジタル入力の標準割り当て

製品タイプ「アナログ」 標準割り当て

MFM 割り当てなし

MFC Start Autotune

	→ ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を使用して、デジタル入力
を介してリモートでトリガーされる機能を選択します。製品をソフ
トウェア「Bürkertコミュニケーター」に接続するには、第10.4章を
参照してください。使用可能な機能の1つだけをデジタル入力に
割り当てることができます。

機能には、1、2、または3つの可能な切り替えレベルがあります。機能
に異なる切り替えレベルがある場合、各切り替えレベルは異なるアク
ションをトリガーします。表 32 は、切り替えレベルに割り当てられて
いるアクションと、各レベルがどのように有効化されるかを示します。
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表 32：	 切り替えレベルによってトリガーされるアクション

機能

有効化された切り替えレベルに応じたアクション

レベル 1 レベル 2 レベル 3

アクティブ化：	
デジタル入力をデジタル入力のアー

スに接続。

アクティブ化：	
1～4 V DC	

（または：接続されていません）

アクティブ化：	
5〜28 V DC

MFC：Start Autotune 機能をトリガーする 不使用 不使用

MFC：Actuator control アクチュエータの閉動作をトリガー
する 通常の運転モードをトリガーする アクチュエータの開動作をトリガ

ーする

MFMまたはMFC：	
Reset totalizer 機能をトリガーする 不使用 不使用

MFMまたはMFC：	
Gas selection ガス番号2への切り替え ガス番号1への切り替え ガス番号3への切り替え

8.5.2	 リレー出力
D-Sub-DE-9接続部（オス）には、リレー出力が設定されています。リレーを切り替えると、以下のいずれかのイベントが発生する可能性があります。
	• MFC：基準値に到達できません。
	• MFC：製品はAutotuneを実行します。
	• MFC：Set-point value  が変わりました。
	• MFMまたはMFC：警告が生成されました。たとえば、電源電圧が高すぎると、警告が生成されます。
	• MFMまたはMFC：エラーメッセージが生成されました。たとえば、センサーエラーが検出されると、エラーメッセージが生成されます。

表 33 MFMまたはMFCのD-Sub-DE-9接続部（オス）のリレー出力に標準で割り当てられているイベントを示します。
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表 33：	 D-Sub-DE-9接続部（オス）のリレー出力の標準割り当て

製品タイプ「アナログ」 標準割り当て

MFM 割り当てなし

MFC 基準値に到達できません

	→ ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を使用して、リレー出力
に割り当てられているイベントを選択します。製品をソフトウェア
「Bürkertコミュニケーター」に接続するには、第10.4章を参照し
てください。リレー出力には、いくつかのイベントを割り当てるこ
とができます。

8.6	 6つの接続端子を備えた製品タイプ「アナログ」
の配線

注記

製品が正しく機能するための要件。
	▶ 必ずシールド付きケーブルを使用してください。
	▶ 各ケーブルを機能アースに接続します。
	▶ 十分な電力のある電源を使用してください。
	▶ MFCでは、動作電圧の最大許容残留リップルに注意してください
（残留リップル<2%）。

注記

GND信号が製品にブリッジされると、製品が誤作動するおそれが
あります。
	▶ すべての信号のGNDまたは設置接続部を個別に製品に接続し
ます。

	→ 取り外し可能な接続端子のねじを緩めます。
	→ MFMの場合は、取り外し可能な接続端子を挿図 27のピン割り当
てに基づき配線します。

接続端子 ピン割り当て

1
2
3
4
5
6

V+

V-

AI+

AI-

AO+

AO-

1 +24 V DC：
2 電源用GND
3 不使用
4 不使用
5 測定値のアナログ出力
6 アナログ出力用GND

挿図 27：	 MFM「アナログ」：接続端子のピン割り当て

	→ MFCの場合は、取り外し可能な接続端子を挿図 28のピン割り当
てに基づき配線します。

接続端子 ピン割り当て

1
2
3
4
5
6

V+

V-

AI+

AI-

AO+

AO-

1 +24 V DC：
2 電源用GND
3 基準値入力
4 基準値入力用GND
5 測定値のアナログ出力
6 アナログ出力用GND

挿図 28：	 MFC「アナログ」：接続端子のピン割り当て

日本語



47

コミッショニング
タイプ 8745 Ethernet、8745 アナログ通信 

	→ 取り外し可能な接続端子のねじを0.5～0.6 Nmのトルクで締め付
けます（0.37～0.44ポンドフィートに相当）。
	→ 接続端子を製品に接続します。
	→ ケーブルのシールドをM4ねじに接続します。
	→ 製品の機能的な接地を実行します。8.7の章を参照してください。

8.7	 機能アースを接続する
以下の手順に従って、製品の機能的な接地を確立してください。
1.	 緑と黄色のケーブルはできるだけ短くしてください。ケーブルの
断面は、少なくとも電源ケーブルの断面に対応している必要があ
ります。

2.	 サイズ6.5 mmのマイナスドライバーでM4ねじを緩めます。挿
図 29を参照。

M4ねじ

挿図 29：	 機能アースケーブルおよびケーブルのシールドを接続するための
M4ねじの位置

3.	 機能アースの緑黄色のケーブルをケーブルラグでM4ねじに固定
します。

4.	 M4ねじを1.8～2 Nmのトルクで締め付けます（これは、1.33
～1.47ポンドフィートに相当）。

9	 コミッショニング

9.1	 安全に関する注意事項

警告

不適切な試運転および操作による怪我の危険。
不適切な試運転と操作は、怪我をしたり、製品やその周囲環境を
破壊したりするおそれがあります。
	▶ コミッショニング前に、オペレータが取扱説明書の内容を把握
し、完全に理解していることを確認する必要があります。
	▶ 安全注意事項および適切な使用を遵守してください。
	▶ 必ず適切な訓練を受けた担当者が、設置と製品の始動を行うよ
うにしてください。
	▶ ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を使用して設定を行うこ
とができるのは、適切な訓練を受けた担当者だけです。
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9.2	 試運転の手順
1.	 動作流体でパイプを加圧します。
2.	 パイプを較正圧力で動作フルードを用いてフラッシングを行い
ます。

3.	 パイプの中を完全にベントします。
4.	 製品の電源を入れてください。

 挿入されたメモリーカードに製品別データが保存されている場
合は、製品がそのデータを引き継ぎます。製品出荷時に保存された
データのリストについては、country.burkert.com からダウンロード
できる「開始ファイルのヘルプ」を参照してください。

 挿入されたメモリーカードが空になると、製品は自らのデータ
をメモリーカードにロードします。メモリーカードで発生する可能
性のある問題については、第12.3.4章および12.3.5章を参照してく
ださい。

注記 

メモリーカードに欠陥がある場合、または紛失した場合
は、Bürkertの営業所から新しいメモリーカードを一枚購入してく
ださい。

5.	 MFCの場合、動作流体が較正流体ではない場合、または圧力条
件が変更された場合は、Autotune機能を実行してください。10.8 
制御パラメータの最適化 (MFC)の章を参照してください。

 製品は正常に動作します。

10	 設定と操作

10.1	 安全に関する注意事項

危険

設置または製品の圧力による怪我の危険。
	▶ 設置または製品で作業を行う前に、圧力を解放してください。パ
イプの通気と排水を行います。

感電による負傷の危険。
	▶ 設置または製品で作業を行う前に、電源を切ってください。誰も
電源を入れないようにしてください。
	▶ 電気機器に適用されるすべての事故防止および安全規制を遵
守してください。

製品表面の高温化による火傷や火災の危険。
	▶ 表面に素手で触れないでください。
	▶ 製品に触れるときは、安全手袋を着用してください。
	▶ 製品をすべての引火性の高い材料または流体から遠ざけてく
ださい。

流体の漏れによる怪我の危険。
	▶ 使用する動作流体に関して、該当するすべての事故防止および
安全規制を遵守してください。
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警告

不適切な操作による怪我の危険。
不適切な操作は、怪我をしたり、製品やその周囲環境を破壊したり
するおそれがあります。
	▶ 操作スタッフは取扱説明書の内容を読んで理解してください。
	▶ 安全注意事項および適切な使用を遵守してください。
	▶ 必ず適切な訓練を受けた担当者が、設置と製品の操作を行うよ
うにしてください。
	▶ ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を使用して設定を行うこ
とができるのは、適切な訓練を受けた担当者だけです。

10.2	 機能

10.2.1	 ゼロ点シャットオフ (MFC)
ゼロ点シャットオフにより、制御バルブの密閉機能が保証されます。
次の条件が同時に発生すると、ゼロ点シャットオフが有効になります。
1.	 基準値：公称流量Q公称の2%未満（測定範囲1:50）
2.	 測定値：公称流量 (Qnominal) の2%未満（測定範囲1:50）

 ゼロ点スイッチオフがアクティブになると、PWM信号は0%に設定
され、バルブは完に閉じられます。

10.2.2	 フラッシングモード (MFC Ethernet)

注記

制御バルブが全開になると、製品内部の温度が上昇します。製品の
内部温度が上昇すると、製品が破損するおそれがあります。
	• バルブを10分以上完全に開いたままにしないでください。

制御バルブを完全に開くには、次のいずれかのコマンドを製品に送
信します。
	• 非周期的コマンド
	• または公称流量の2倍程度の周期的コマンド

10.3	 設定を行うためのツール
MassFlowCommunicatorは、製品と互換性のない別のPCソ
フトウェアです。MassFlowCommunicator ソフトウェアを使
用して、製品を構成または操作することはできません。

10.3.1	 製品タイプ「アナログ」 
この設定は、タイプ8920 ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」で
のみ行うことができます。
	→ 製品をソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」に接続するには、
第10.4章を参照してください。
	→ ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」の一般情報については、
タイプ8920の取扱説明書を参照してください。
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10.3.2	 製品タイプ「Ethernet」
	• ネットワークパラメータを含むすべての製品設定は、ソフトウェア
「Bürkertコミュニケーター」タイプ8920で行うことができます。
	→ 製品をソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」に接続するには、
第10.4章を参照してください。
	→ ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」の一般情報については、
タイプ8920の取扱説明書を参照してください。

	• 製品のネットワークパラメータは、製品のウェブサーバーで設定す
ることができます。ウェブサーバーの使用は、以下のプロトコルに
対して可能です。
	- EtherNet/IP
	- Modbus TCP
	→ 製品のBürkertウェブサーバーへの接続および製品のネットワー
クパラメータの変更については、第8.4章を参照してください。
	→ 工場出荷時状態でウェブサーバーは有効化されています。ウェブ
サーバーへのアクセスを無効にするには、ソフトウェア「Bürkert
コミュニケーター」を使用し、メニュー「Web server   
Parameter   Activate Web server 」を選択します。

	• 製品のネットワークパラメータは、産業用Ethernetネットワークに
接続されているその他のツールでも設定することができます。ツ
ールは、製品で有効になっているプロトコルに対応している必要
があります。」

10.4	 ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」に製品
を接続する

タイプ8920 ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」で設定を行うに
は、次の手順を実行します。
	→ Bürkertから商品番号 00772551のUSB-büS	
インターフェースを購入してください。
	→ タイプ8920 ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」の最新バー
ジョンをcountry.burkert.comからダウンロードします。
	→ ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」をPCにインストールし
ます。インストール中は、büSスティックをPCに接続しないでくだ
さい。
	→ USB-büSインターフェースの部品を取り付けます。挿図 30を参照。

挿図 30：	 商品番号付きUSB-büSインターフェースの組み立て部品（商品番
号 00772551）

	→ büSスティックの終端抵抗スイッチをオンに設定します。
	→ büSスティックをPCのUSB接続部に挿入します。
	→ 製品の電源を入れてください。8 電気接続（配線）の章を参照して
ください。
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	→ マイクロUSBプラグをソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」の
büSインターフェースに挿入します。製品のbüSインターフェース
の位置は第5.1章に記載されています。
	→ büSスティックのWindowsドライバーがPCに完全にインストール
されるまで待ちます。
	→ ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を起動します。

	→ ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」の  をクリックして、ソ
フトウェア「Bürkertコミュニケーター」と製品間の通信を確立し
ます。ウィンドウが開きます。

	→ büS Stickを選択します。
	→ Bürkert USB büS Stick接続部を選択し、Finishをクリックして、デ
バイスリストに製品アイコンが表示されるまで待ちます。
	→ 製品リストで製品に割り当てられているアイコンをクリックしま
す。製品のメニューツリーが表示されます。

10.5	 カスタマイズ
納品状態では、製品はメーカーによって較正されています。
ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」で最大32の較正ポイントの
調整プロセスを定義できます。
ユーザー定義の調整プロセスは、ソフトウェア「Bürkertコミュニケー
ター」の製品固有のヘルプで説明されています。
	→ 製品をソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」に接続するには、
第10.4章を参照してください。

10.6	 MFCの運転モード
製品に初めて電源が供給されると、製品は短い初期化フェーズに切
り替わり、その後通常の運転モードに切り替わります。通常の運転モ
ードについては、第10.7章で説明しています。
可能な運転モードについては、表 34で説明しています。

表 34：	 ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」のMFCの運転モードの
名称

運転モード 説明

製品タイプ「Ethernet」： 
Automatic 章を参照ください 10.7

製品タイプ「アナログ」：Analog 
set-point value 章を参照ください 10.7

Manual set-point value 章を参照ください 10.9

Stored set-point value 章を参照ください 10.9

Open-loop control mode 章を参照ください 10.9

Analyze system 章を参照ください 10.9

	→ 運転モードを変更するには、基準値のソースを変更します。10.9
の章を参照してください。

製品が機能 Analyze system を実行しない限り、製品が再起動され
た後も運転モードは保持されます。
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10.7	 通常の運転モード (MFC)
通常の運転モードは、製品に初めて電源が供給されたときにアクテ
ィブになります。挿図 31は、MFCの通常の 運転モードを示します。

注記

バルブシートシーリングがPCTFEなどの硬い素材でできている場
合、制御バルブが漏れる可能性があります。
バルブの呼び径が0.05 mmまたは0.1 mmの製品には、硬い素材
で作られたバルブシートシーリングが付いています。

w

xout

y

x

xd=w-x

エレクトロニ
クス

センサー コントロールバルブ

流
体
入
口

流
体
出
口

w=質量流量の基準値
x=質量流量の測定値
y=制御バルブの基準位置
挿図 31：	 MFCの機能ダイアグラム

センサーは質量流量を測定し、測定値xを基準値wと比較します。次
に、製品はポンプの基準位置yを計算します。基準位置yは、制御バル
ブの開度を決定します。たとえば、基準位置yが10%に等しい場合、
制御バルブの開度は10%です。
基準値wの伝送経路と流量速度は製品によって異なります。第10.7.1 
製品タイプ「Ethernet」章または第10.7.2 製品タイプ「アナログ」章を
参照してください。
	→ 動作流体が較正流体でない場合はAutotune機能を実行しま
す。10.8 制御パラメータの最適化 (MFC)の章を参照してください。
	→ 圧力条件が変わった場合は、Autotune機能を実行してくださ
い。10.8 制御パラメータの最適化 (MFC)の章を参照してください。
	→ 運転モードを変更するには、基準値のソースを変更します。10.9
の章を参照してください。

10.7.1	 製品タイプ「Ethernet」

動作電圧が印加された後、製品は短い初期化フェーズに切り替わり、
その後通常の運転モードに切り替わります。製品タイプ「Ethernet」の
通常の運転モードは運転モードAutomatic です。基準値はフィールド
バスを介して設定されます。

10.7.2	 製品タイプ「アナログ」

動作電圧が印加された後、製品は短い初期化フェーズに切り替わり、
その後通常の運転モードに切り替わります。製品タイプ アナログの通
常の運転モードは運転モードAnalog set-point value です。
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	• 基準値wは、表 35の範囲に従って基準値アナログ入力を介して転
送されます。
	• 流量の測定値は、表 35 の範囲に従ってアナログ出力を介して転
送されます。

表 35：	 アナログ入力範囲とアナログ出力範囲

アナログ出
力範囲

入力範囲と出力範囲の
最小値

入力範囲と出力範囲の
最大値

4～20 mA 4 mA、w=0%
20 mA、w=100%

0～20 mA 0 mA、w=0%

0～5 V
0 V、w=0%

5 V、w=100%

0～10 V 10 V、w=100%

10.8	 制御パラメータの最適化 (MFC)
製品は、較正プロトコルで指定された圧力条件下で較正流体を使用
して工場で較正されます。
動作流体が較正流体に対応していない場合、または圧力条件が
変更された場合は、制御パラメータを最適化する必要がありま
す。Autotune機能は、新しい動作条件に合わせて製品を最適化し
ます。
Autotuneが実行されている場合：
	• MFCへの電力供給を中断しないでください。
	• 供給圧力を一定に保ちます。

警告

ガスフローによる怪我の危険。
Autotune機能が実行されている場合、ガス流量は定格流量よりも
高くなる可能性があります。
	▶ Autotune機能を実行する前に、ガス流量が増加しても危険が発
生しないことを確認してください。

	→ 次のいずれかの方法でAutotune機能をトリガーします。
	- フィールドバス (製品タイプ「Ethernet」) 経由
	- デジタル入力（製品タイプ アナログ）経由
	- ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を使用。製品をソフトウ
ェア「Bürkertコミュニケーター」に接続するには、第10.4章を参
照してください。
 Autotuneが実行され、製品ステータス表示がオレンジ色に点灯

します。
 MFCは一時的にパイプの流量制御を停止します。
 機能が終了すると、製品は以前の運転モードに戻ります。
 機能が正常に完了すると、最適化された制御パラメータが製品の

読み取り専用メモリに転送されます。

10.9	 Set-point value source data (MFC)（基準値源
データ (MFC)）

プロセス基準値は、さまざまなソースから設定できます。どのソース
が常にアクティブかを選択することができます。基準値のソースは、
操作中に変更できます。
基準値のソースが変更されると、MFCの運転モードが変更されます。
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基準値のソースを変更するには、ソフトウェア「Bürkertコミュニケー
ター」でパラメータSet-point value source の設定を変更します。製
品をソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」に接続するには、第10.4
章を参照してください。
製品タイプ「Ethernet」を使用すると、関連するオブジェクトを代わりに
変更できます。開始ファイルの文書にある製品別ヘルプの関連手順を
参照してください。country.burkert.comから開始ファイルと関連文書
をダウンロードします。

パラメータSet-point value source の設定は、製品が
Analyze system 機能を実行していない限り、再起動後も保
持されます。

パラメータSet-point value source の可能な設定は以下のとおりです。
	• 製品タイプ「Ethernet」：Automatic（：基準値はフィールドバスを
介して設定されます。
	• 製品タイプ「アナログ」：Аnalog set-point value ：基準値は、アナ
ログ入力を介して設定されます。

	• Мanual set-point value ：テスト目的で基準値を手動で指定した
り、テスト中に基準値が他のフィールドバスパティシパントで上書き
されないようにする設定です。

	• Stored set-point value（：固定基準値 (w) を使用する場合。製品
を再起動しても、固定基準値はアクティブのままです。

	• Open-loop control mode（： 制御バルブの基準位置 (y) を直接
設定します。Actuator   Parameter  Actuating 
variable メニューで指定する値は、使用する基準位置 (y) です。製
品を再起動すると、基準位置 (y) がゼロに設定されます。

	• Analyze system ：製品は通常の運転モードで作動しますが、基準
値を使用してあらかじめ定義された時系列に従って作動します。結
果として得られるダイアグラムを、プロセス値のグラフィカルな表現
と組み合わせて使用して、ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」で
システムを分析します。

10.10	 通信なしの基準値 (MFC Ethernet)
この機能により、外部基準値ジェネレータ (PLCなど) との通信が中断
された場合でも、MFCの基準値を指定できます。この機能を使用す
ると、基準値は一定に保たれます。

この機能を使用することで、通信が途絶えても流体が流れ続
けることができます。
	▶ この機能を使用するときは、プロセスが安全であることを
確認してください。

	→ この機能を使用するには、開始ファイルの文書にある製品別ヘ
ルプの関連手順を参照してください。country.burkert.comから
開始ファイルと関連文書をダウンロードします。
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11	 メンテナンス
ひどく汚染された流体を使用せず、製品が取扱説明書に従って使用さ
れている場合、製品はメンテナンスフリーです。

11.1	 汚染された流体での操作に対するメンテナンス

危険

設置または製品の圧力による怪我の危険。
	▶ 設置または製品で作業を行う前に、圧力を解放してください。パ
イプの通気と排水を行います。

感電による負傷の危険。
	▶ 設置または製品で作業を行う前に、電源を切ってください。誰も
電源を入れないようにしてください。
	▶ 電気機器に適用されるすべての事故防止および安全規制を遵
守してください。

製品表面の高温化による火傷や火災の危険。
	▶ 表面に素手で触れないでください。
	▶ 製品に触れるときは、安全手袋を着用してください。
	▶ 製品をすべての引火性の高い材料または流体から遠ざけてく
ださい。

流体の漏洩による怪我の危険。
	▶ 使用する動作流体に関して、該当するすべての事故防止および
安全規制を遵守してください。

警告

不適切なメンテナンス作業による負傷の危険。
	▶ メンテナンス作業は、訓練を受けた担当者のみが行うことがで
きます。担当者は適切な補助具を使用する必要があります。
	▶ 誤って作動しないように、しっかりと設置してください。
	▶ メンテナンス後、再始動が制御されていることを確認してくだ
さい。

警告

ハウジングを開ける際の誤動作による怪我の危険と製品の故障の
リスク。
敏感な製品部品は、流量を制御し、流量を測定するために使用さ
れます。
	▶ 製品のハウジングを開けないでください。
	▶ 製品のクリーニングやメンテナンス作業は、取扱説明書に記載
されている方法でのみ行ってください。
	▶ メーカーのみが、さらなる作業や較正を行うことができます。

ひどく汚染された流体を使用する場合は、次のメンテナンス手順を
実行してください。
	→ ステンレス鋼メッシュフィルターの汚れを定期的に点検してくだ
さい。11.1.1の章を参照してください。
	→ ステンレス鋼メッシュフィルターが汚れている場合は、第11.1.1
章の説明に従って、メッシュフィルターを清掃するか、新しいもの
と交換してください。スペアパーツが必要な場合は、第13 アクセ
サリ、スペアパーツ章を参照してください。
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11.1.1	 ステンレス鋼メッシュフィルターの点検とクリーニ
ング

ステンレス鋼メッシュフィルターの検査と可能なクリーニングは、定
期的に実行する必要があります。検査とクリーニングの頻度は、測定
する流体によって異なります。

品目 説明
1 ねじ
2 フランジプレート
3 Oリング
4 サークリップ
5 リング
6 ステンレス鋼メッシュフィ

ルター
7 圧力スプリング

1

2

4

6

7

3

フランジプレートの背面、Oリングが
挿入されています

5

3

挿図 32：	 解図—動作流体と接触している部品

メッシュフィルターを検査およびクリーニングするには、次の手順を
実行します。
	→ 流体インテークを上にして製品を直立させます。
	→ 3 mmの六角レンチを使用してねじ [1] を緩め、フランジプレート 
[2] を取り外します。Oリング [3] は、フランジプレートの背面にあ
る溝に留まります。
	→ メッシュフィルター [6] とリング [5] が圧力スプリング [7] によって
押し出されるので、ピンセットでサークリップ [4] を取り外します。

	→  メッシュフィルターは水道水で洗わないでください。
	→ ステンレス鋼メッシュフィルター [6] をアセトン、イソプロパノー
ル、または圧縮空気でクリーニングします。
	→ メッシュフィルターを乾かします。

	→  部品を再取付けする前に、メッシュフィルター [6] の細か
い側がフランジプレート [2] の方を向いていることを確認してく
ださい。
	→ 圧力スプリング [7] をメッシュフィルター [6] とともに基本ブロック
に押し戻し、サークリップ [4] で固定します。
	→ メッシュフィルターとOリングが水平で、傾いていないことを確認
してください。
	→ フランジプレート [2] とねじ [1] を挿入します。
	→ ねじを2.8 Nmのトルクで締め付けます（2.06ポンドフィートに
相当）。
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11.2	 工場でのクリーニングと再較正
動作中に製品センサーが汚れたり損傷した場合、測定された質量流
量が実際の質量流量と一致しない場合があります。
	→ センサーを交換して再較正する必要があるため、製品をメーカ
ーに返送してください。第17 製品の返品章の返品手順に従って
ください。

11.3	 メモリーカードを交換する
製品のメモリーカードを交換するには、次の手順に従います。
	→ 製品の電源を切ります。
	→ メモリーカードをピンセットで製品の奥まで軽く押し込み、そし
て放します。これまでのメモリーカードが出てきます。
	→ メモリーカードの挿入方向に注意してください。挿図 33を参照。

挿図 33：	 メモリーカードの挿入方向

	→ 新しいメモリーカードを、カチッと音がするまで差込スロットに差
し込みます。メモリーカードが出てきた場合は、ロックが正しくか
かっていません。

挿図 34：	 挿入されたメモリーカード

	→ 製品を再起動して、製品データを新しいメモリカードに書き込み
ます。メモリーカードで発生する可能性のある問題については、
第12.3.4章および12.3.5章を参照してください。
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12	 トラブルシューティング

12.1	 製品ステータス表示に表示される問題
製品ステータス表示は、診断イベントを表示するために、NAMUR 
NE 107の推奨に従ってカラーとステータスを変更します。複数の診
断イベントが生成された場合、製品ステータス表示には、最も優先
度の高い診断イベントが表示されます。
製品がフィールドバスに接続されている場合、製品の状態に関連す
るコードはフィールドバスを介して送信されます。5.2の章を参照し
てください。

12.1.1	 製品ステータス表示が赤く点灯します (MFM アナ
ログ)

問題解決のために原因を特定します。
1.	 誤差範囲外の動作電圧。製品が破損するおそれがあります。
2.	 製品を仕様の範囲内で操作してください。製品ステータス表示
が赤いままの場合は、製品をBürkertに返送してください。センサ
ー、内部メモリ、または製品の不良。
	→ メンテナンスが必要です、メーカーにご連絡ください。

12.1.2	 製品ステータス表示が赤く点灯します (MFM 
Ethernet)

問題解決のために原因を特定します。
1.	 誤差範囲外の動作電圧。製品が破損するおそれがあります。
	→ 製品を仕様の範囲内で操作してください。製品ステータス表示が
赤いままの場合は、製品をBürkertに返送してください。

2.	 製品タイプ「Ethernet」は、PLCと正しく接続されていません。
	→ 配線を点検します。
	→ PLCのステータスを確認します。
	→ EtherCATプロトコルを使用する場合は、入力側ケーブル (PLCか
ら) をETH1ポートに、出力側ケーブルをETH2ポートに接続します。

3.	 センサー、内部メモリ、または製品の不良。
	→ メンテナンスが必要です、メーカーにご連絡ください。

12.1.3	 製品ステータス表示が赤く点灯します (MFC アナログ)
問題解決のために原因を特定します。
1.	 誤差範囲外の動作電圧。製品が破損するおそれがあります。
	→ 製品を仕様の範囲内で操作してください。製品ステータス表示が
赤いままの場合は、製品をBürkertに返送してください。

2.	 Autotuneに問題があるか、Autotuneがキャンセルされました。
	→ 流体が製品内を流れていることを確認してください。
	→ Autotuneを再度実行してください。
3.	 センサー、内部メモリ、または製品の不良。
	→ メンテナンスが必要です、メーカーにご連絡ください。
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12.1.4	 製品ステータス表示が赤く点灯します (MFC 
Ethernet)

問題解決のために原因を特定します。
1.	 誤差範囲外の動作電圧。製品が破損するおそれがあります。
	→ 製品を仕様の範囲内で操作してください。製品ステータス表示が
赤いままの場合は、製品をBürkertに返送してください。

2.	 Autotuneに問題があるか、Autotuneがキャンセルされました。
	→ 流体が製品内を流れていることを確認してください。
	→ Autotuneを再度実行してください。
3.	 製品はPLCに正しく接続されていません。
	→ 配線を点検します。
	→ PLCのステータスを確認します。
	→ EtherCATプロトコルを使用する場合は、入力側ケーブル 	
(PLCから) をETH1ポートに、出力側ケーブルをETH2ポートに接
続します。

4.	 センサー、内部メモリ、または製品の不良。
	→ メンテナンスが必要です、メーカーにご連絡ください。

12.1.5	 製品ステータス表示がオレンジに点灯します (MFM 
アナログ)

較正プロセスが進行中です。
	→ 較正プロセスが完了するのを待ちます。

12.1.6	 製品ステータス表示がオレンジに点灯します (MFM 
Ethernet)

原因を特定する：
1.	 較正プロセスが進行中です。
	→ 較正プロセスが完了するのを待ちます。
2.	 PROFINETプロトコルを使用する場合、PLCは停止モードになっ
ています。

12.1.7	 製品ステータス表示がオレンジに点灯します (MFC 
アナログ)

原因を特定する：
1.	 較正プロセスが進行中です。
	→ 較正プロセスが完了するのを待ちます。
2.	 Autotuneが実行されています。
	→ Autotuneが完了するまで待ちます。
3.	 パラメータ Set-point value source  には、以下の選択オプショ
ンが設定されています。

	• Open-loop control mode
	• Manual set-point value
	• Analyze system
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12.1.8	 製品ステータス表示がオレンジに点灯します 
(MFC Ethernet)

原因を特定する：
1.	 較正プロセスが進行中です。
	→ 較正プロセスが完了するのを待ちます。
2.	 Autotuneが実行されています。
	→ Autotuneが完了するまで待ちます。
3.	 パラメータ Set-point value source  には、以下の選択オプショ
ンが設定されています。

	• Open-loop control mode
	• Manual set-point value
	• Analyze system
4.	 PROFINETプロトコルを使用する場合、PLCは停止モードになっ
ています。

12.1.9	 製品ステータス表示が黄色に点灯します (MFM ア
ナログ)

次の値のいずれかが仕様外：センサーや製品が損傷するおそれが
あります。
	• 流体温度
	• 製品温度
	• 供給電圧
	→ 製品を仕様の範囲内で操作してください。製品ステータス表示が
黄色のままの場合は、製品をBürkertに返送してください。

12.1.10	 製品ステータス表示が黄色に点灯する  
(MFM Ethernet)

原因を特定する：
1.	 次の値のいずれかが仕様外：センサーや製品が損傷するおそれ
があります。

	• 流体温度
	• 製品温度
	• 供給電圧
	→ 製品を仕様の範囲内で操作してください。製品ステータス表示が
黄色のままの場合は、製品をBürkertに返送してください。

2.	 Ethernetプロトコルは変更されます。
	→ プロトコルの切り替えが完了するまで待ちます。これには最大1
分かかる場合があります。

12.1.11	 製品ステータス表示が黄色に点灯します (MFC アナ
ログ)

原因を特定する：
1.	 次の値のいずれかが仕様外：センサーや製品が損傷するおそれ
があります。

	• 流体温度
	• 製品温度
	• 供給電圧
	→ 製品を仕様の範囲内で操作してください。製品ステータス表示が
黄色のままの場合は、製品をBürkertに返送してください。

日本語



61

トラブルシューティング
タイプ 8745 Ethernet、8745 アナログ通信 

2.	 制御バルブの基準位置が（ほぼ）100%に達しました。基準値に到
達できません。
	→ 入口圧力を上げるか、背圧を下げます。
	→ パイプ内の圧力低下が大きすぎる場合は、圧力降下を減らして
ください。
	→ パイプに取り付けられているフィルターが汚れている場合は、フ
ィルターを清掃してください。

12.1.12	 製品ステータス表示が黄色に点灯します 
(MFC Ethernet)

原因を特定する：
1.	 次の値のいずれかが仕様外：センサーや製品が損傷するおそれ
があります。

	• 流体温度
	• 製品温度
	• 供給電圧
	→ 製品を仕様の範囲内で操作してください。製品ステータス表示が
黄色のままの場合は、製品をBürkertに返送してください。

2.	 制御バルブの基準位置が（ほぼ）100%に達しました。基準値に到
達できません。
	→ 入口圧力を上げるか、背圧を下げます。
	→ パイプ内の圧力低下が大きすぎる場合は、圧力降下を減らして
ください。
	→ パイプに取り付けられているフィルターが汚れている場合は、フ
ィルターを清掃してください。

3.	 Ethernetプロトコルは変更されます。
	→ プロトコルの切り替えが完了するまで待ちます。これには最大1
分かかる場合があります。

12.1.13	 製品ステータス表示が青く点灯します
内部メモリエラーがあります。
	→ メンテナンスが必要です、メーカーにご連絡ください。

12.2	 モーターバルブのステータスLEDによって示さ
れる問題

12.2.1	 LEDが赤く点滅し、LEDが赤く点灯する
原因を特定する：
1.	 液温または周囲温度が高すぎます。
	→ 最大周囲温度と流体温度に注意してください。
	→ 製品を再起動して、点滅している赤いLEDをオフにします。製品を
再起動するには、製品の電源を短時間にオフにします。

2.	 ケーブルが断線しています。
	→ 製品ハウジングとモーターバルブ間の電気接続が緩んでいない
ことを確認してください。
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12.2.2	 LEDが黄色に点滅する
モーターバルブの周囲条件またはプロセス条件が指定範囲外です。
	→ 許容範囲内で操作してください。

12.3	 その他の問題

12.3.1	 製品ステータス表示がオフ 
製品ステータス表示がオフの場合、製品またはシステムに電圧が供
給されていません。この問題を解決するには、以下の手順を実行して
ください。
	→ 製品が正しく配線されていることを確認してください。
	→ 電源が24 V DCであることを確認してください。
	→ 電源が安定しているか確認してください。

12.3.2	 製品ステータス表示が点滅する
製品ステータス表示が点滅している場合、製品はソフトウェア
「Bürkertコミュニケーター」で選択されています。
製品は10秒後に自動的に前の状態に戻ります。

12.3.3	 製品ステータス表示が定期的にオフなる
問題解決のために原因を特定します。
1.	 電源が断続的に故障し、製品が再起動します。
	→ 十分な電力のある電源を使用してください。
2.	 接続ケーブルの電圧降下が大きすぎる。
	→ ケーブルの断面積を増やします。
	→ ケーブルの長さを短くしてください。

12.3.4	 交換した製品が、交換前の値を適用しない
問題解決のために原因を特定します。
1.	 交換製品の商品番号が交換前の製品の商品番号と異なります。
	→ 故障した製品と同じ商品番号の交換用製品をご使用ください。
値は、同じ商品番号の製品間でのみ転送できます。

2.	 メモリーカードに欠陥があります。製品はメモリカードに値を書
き込むことができませんでした。
	→ メモリーカードを交換する。11.3の章を参照してください。

12.3.5	 交換した製品を含め、欠陥製品の値をすべて適用し
ない

製品を交換した際に、システム（ゲートウェイと各製品）の構成が変
更されてしまっています。欠陥のある製品から交換品へは、既存の値
のみを引き継ぐことができます。
	→ ソフトウェア「Bürkertコミュニケーター」を使用して、 交換製品の
新しい値を構成します。製品をソフトウェア「Bürkertコミュニケー
ター」に接続するには、第10.4章を参照してください。

12.3.6	 質量流量がありません (MFM)
ラインが大きすぎるか、まだ完全にエア抜きされていません。
	→ ラインをエア抜きします。
	→ ライン径を変更します。
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12.3.7	 質量流量がありません (MFC)
問題解決のために原因を特定します。
1.	 製品は、第10.9 Set-point value source data (MFC)（基準値源デ
ータ (MFC)）章で説明されている機能の1つを実行する場合があ
ります。製品が通常の運転モードではありません。10.7の章を参
照してください。
	→ 製品が再び通常の運転モードとなるまで待ちます。

2.	 ラインが大きすぎるか、まだ完全にエア抜きされていません。
	→ ラインをエア抜きします。
	→ ライン径を変更します。
3.	 基準値がゼロ点シャットオフの制限を下回っています。
	→ 定格フローの2%よりも大きくなるまで基準値を高くします。

12.3.8	 不安定な測定値 (MFM)
機能アース (FE) が正しく接続されていません。
	→ 機能アースを接続するには、できるだけ短い緑と黄色のケーブ
ルを使用してください。ケーブルの断面は、少なくとも電源ケー
ブルの断面に対応している必要があります。8.7の章を参照して
ください。

12.3.9	 不安定な測定値 (MFC)
問題解決のために原因を特定します。
1.	 機能アース (FE) が正しく接続されていません。
	→ 機能アースを接続するには、できるだけ短い緑と黄色のケーブ
ルを使用してください。ケーブルの断面は、少なくとも電源ケー

ブルの断面に対応している必要があります。8.7の章を参照して
ください。

2.	 供給電圧の残留リップルが高すぎます。
	→ 供給電圧が第6.9 電気データ章の技術データに対応しているこ
とを確認してください。

3.	 製品は、ポンプなどの不安定な圧力供給によって引き起こされる
不規則性を補正する必要があります。
	→ 製品の上流側に適切な圧力調整器を取り付けます。
	→ 圧力変動を和らげるために圧力補償容器を設置してください。

12.3.10	 基準値0%で動作流体がまだ流れている (MFC)
動作圧力が制御バルブのシール圧力を上回っています。
	→ 動作圧力を下げてください。
	→ 欠陥を修正するために製品をメーカーに返送してください。

12.3.11	 基準値0%、制御バルブ閉、量流量なしでゼロ以外の
質量流量が測定される (MFC)

問題解決のために原因を特定します。
1.	 製品の設置位置が正しくありません。
	→ 較正プレートまたは較正プロトコルで指定された設置位置に製
品を取り付けます。
	→ Autotune機能を実行して、製品を動作条件に適合させます。
2.	 動作流体は、較正中に指定された流体とは異なります。
	→ 指定された動作流体を使用するか、新しい動作流体で較正する
ために製品をメーカーに送付してください。
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12.3.12	 基準値に達していない (MFC)
問題解決のために原因を特定します。
1.	 メッシュフィルターが目詰まりしています。
	→ メッシュフィルターを清掃または交換してください。
	→ Autotune機能を実行して、製品を動作条件に適合させます。
2.	 予圧が低すぎます。
	→ 予圧を較正圧力のレベルまで上げます。
3.	 背圧が高すぎます。
	→ 製品の後ろにある流体接続パイプが汚れている場合は、それら
をクリーニングしてください。

13	 アクセサリ、スペアパーツ
注意

不適切な部品による怪我や物的損害の危険。
誤ったアクセサリと不適切なスペアパーツは、怪我や製品と周囲の
損傷の原因となることがあります。
	▶ Bürkertのオリジナルアクセサリとオリジナルスペアパーツのみ
使用してください。

13.1	 電気アクセサリ

表 36：	 D-Sub DE-9 接続部を持つ製品タイプ「アナログ」の電気アクセサ
リ（オス）

品目 商品番号
D-Sub-DE-9 接続部（メス）と5 mケーブル、絶
縁端部 580 882

D-Sub-DE-9 接続部（メス）と10 mケーブル、絶
縁端部 580 883

表 37：	 電気アクセサリ、すべての製品タイプ

品目 商品番号
büSスティックセット（アダプタなし） 772 551
メモリーカード お問合せください

	→ その他のアクセサリについては製品データシートを参照。
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13.2	 G内ねじ接続部付き製品用クランプリング接続
部

製品のねじ穴付き接続プレートは規格 DIN ISO 228/1に準拠していま
す。パイプフィッティングが製品に含まれていない場合は、製品のフル
ード接続部に適合するパイプフィッティングを選択します。シールもフ
ルード接続部およびパイプ径を考慮して発注してください。

表 38：	 ステンレス鋼のクランプリング接続および関連するシール

DIN ISO 228/1に準拠
した製品のめねじ接続 ライン径

商品番号
ステンレス鋼製
のクランプリング

接続
シール（1個）

G 1/4 6 mm 901 538 901 575
G 1/4 8 mm 901 540
G 1/4 1/4" 901 551 901 579
G 1/4 3/8" 901 553
G 3/8 8 mm 901 542 901 576
G 3/8 10 mm 901 544
G 3/8 1/4" 901 555 901 580
G 3/8 3/8" 901 556
G 1/2 10 mm 901 546 901 577
G 1/2 12 mm 901 548
G 1/2 1/2" 901 557 901 581
G 1/2 3/4" 901 558
G 3/4 12 mm 901 549 901 578
G 3/4 3/4" 901 559 901 582
G1 お問合せください

13.3	 メッシュフィルター

表 39：	 スペアパーツ—メッシュフィルター

品目 商品番号
ステンレス鋼メッシュフィルター、メッシュサイズ 
250 µm

お問合せくだ
さい

13.4	 追加文書とソフトウェア

表 40：	 文書とソフトウェア
製品タイプ「Ethernet」：製品説明ファイ
ルとオブジェクト説明ファイル

country.burkert.com	
からダウンロード

ソフトウェア「Bürkertコミュニケー
ター」

country.burkert.com	
からダウンロード

日本語
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運転停止
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14	 運転停止

14.1	 安全に関する注意事項

危険

設置および製品の圧力による怪我の危険。
	▶ 設置または製品で作業を行う前に、圧力を解放してください。パ
イプの通気と排水を行います。

感電による負傷の危険。
	▶ システムまたは製品で作業を行う前に、供給電圧をオフにしてく
ださい。誰も電源を入れないようにしてください。
	▶ 電気機器に適用されるすべての事故防止および安全規制を遵
守してください。

警告

不適切な分解による怪我の危険。
	▶ 取外しは有資格者が適切なツールを使用してのみ行うことがで
きます！

危険な流体による怪我のリスク。
	▶ パイプまたはバルブを分解する前に、危険な流体を洗い流し、
パイプ内の圧力を解放してから空にします。
	▶ 使用する動作流体に関して、該当する事故防止および安全規制
を遵守してください。

14.2	 製品の取外し
	→ システム内の動作流体の圧力を低減します。
	→ 製品を中性流体（窒素など）で洗い流します。
	→ システム内の洗浄流体の圧力を低減します。
	→ 製品の電源を切ります。
	→ 電気配線を取り外します。
	→ 流体接続を切断します。
	→ 製品を取り外します。

日本語



67

輸送
タイプ 8745 Ethernet、8745 アナログ通信 

15	 輸送
注記

輸送損害。
輸送中に製品が保護されていない場合、製品が損傷する可能性が
あります。
	• ケーブル、プラグ、外部フィルターおよび設置材料を取り外します。
	• 電気インターフェースを保護プラグで保護します。
	• 汚染された製品を洗浄し、排気します。
	• 保護キャップで媒体接続を閉じます。保護キャップは保護とシー
ルを提供します。
	• 輸送中の汚染を避けるために、製品を2つの適切なクイックリリ
ースバッグに詰めてください。
	• 製品は、湿気や汚れから保護された状態で、耐衝撃性の梱包材を
使用して輸送してください。
	• 許容保管温度外にならないようにしてください。

16	 保管、廃棄処分
注記

誤った保管は製品の損傷の原因となることがあります。
	• 保護キャップで流体接続部を閉じます。
	• 密封されたクイックリリースバッグに製品を乾燥させ、ほこりの
ない状態で保管します。
	• 保管温度：-10～+70 °C。

流体で汚染された部品による環境被害。
	• 製品よおびその梱包材は環境に配慮して廃棄してください。
	• 該当する廃棄規則および環境規制を遵守してください。
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17	 製品の返品

有効な汚染申告がない限り、製品の作業や検査は行われま
せん。

ご使用済みの製品の返品には、返品番号が必要です。

製品をBürkertに返却する場合は、Bürkertの営業所に連絡してくだ
さい。

日本語
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